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塩 原 将 行

今回は、第三章を翻刻紹介 し、残 りの章は 『創価教育』第5号 で紹介して完結 させる計画であ

る。翻刻に当たっては、深沢由美子ほか学生 との共同作業で作成することができた。感謝を込め

て付記 させていただ く。

(本文)

資料凡例

一 原文は縦書きであるが、それを横書きに直 した。

二 本文の表記により記載 したが、旧字体で記載できない漢字については新字体に改めた。

三 複数字分の繰 り返 しを示すおどり字は、 Σ」、或は}ゴ と字数分表記 した。

四 誤字、誤植、誤記 と考えられる個所には 「ママ」 と表記した。

五 脱字 と考えられる個所は、〔 〕で加えた。

六 判読できない文字は、■と表記した。

第三章 近年に於ける入學試験檬式の攣遷

一 大正十四年度の入學試験問題と其の前の傾向

二三笙箭からメンタルテス トと申して苑量の心性検査をして入學させる努讐が非常に流行致

して居 りましたが、此れも實際上の問題 と致 しては、見童の心性をはつきり見ることの出來ない
い っ ぱん もち

不完全なもので御座いました。それで何時とはなしに一般に用ひ られなくなりまして小學校の教
くママラ

科書を主謄 とした算術、國語、地理、歴史、理科の問題が主に 程 出されて居 りま した。勿論一、

二校をのぞいて笑蔀券が此の試験法で訣験の成績によつて入學を許 して居 り、小學校の晟せぎ績マ)

なぞは殆んど参考にも致 しませんでした。此の時代の問題は中等教員が選出するためにどうして
が くくわしゆたい そ てい ど

も、中等學校式 とも言ひたい檬な學科主骨豊の問題が多く、其れがため中々問題の程度が高 くて、
けうくわしよ

教科書を暗記 した位では到底よい成績はとるわけには参 りませんで した。第二め特異黒占は問題の
れい ばつすいいた

多かった事で御座います。一例 として抜葦致しますなら次の様であります。

府立一中 「公園にある大木に長さ一丈七尺の縄を巻き付けて見たら二周りして、まだ縄が四分
このたいぼく なにほど

四厘鯨つた。此大木の直径は何程か。」

府立人中 「赤穗の義壬が主人のためにふ覆ママ讐うした頃は、一般に武勇の氣風が盤んだつたか。」

MasayukiShiohara(創 価 教 育 研 究 所 事 務長)
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武 高 尋 「正遷宮の御儀i式とは何か。」(約 四十字)
こくさいれんめいき やく

「國際聯盟規約 とは何か。」(約五十字)

「甲は最初の一分間に七十五間走るが次の一分間には六十五間、また次の一分間には
をっ さいしよごとぷん

五十五間 といふや うに、一分たつ毎に十間づ ㌧渥くなる、乙は最初の一分間に六十

五間、次の一分間に六十一間以下同様に毎分四間づ 』逞 く走る、此の二人が四町の

競箏をすればどちら雛荷財 霧 つか」 と言ふ様絵簡(ママ題)で 御座います。

以上は極く一少部分を掲げたので御座いますが、何 しろ此の試験にか ㌧つたら學科の學習の結
めいかく ご ざ

果が明確に現はされないではおかないので御座います。
だんげん で きち のうてきはうはふ

此の檬な方法で必ずしも智能的な優秀生を集め得るとは断言出來ませんが其の時の學科の優

秀者は必ず榮冠を得ることが出來たのは確かな事實で御座います。

されば子供にとつては葵労 に断ひられた時代とでも申しませ うカ㌔ 羨に此の蒔寝の代表的な

學校の問題を蓼磐にまでか』げておきます(τマ)如何にんも藺マ)魑が多いかを御知 り下さい。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

東京府立第一中學校

○國 語 科(第 一日分)

(一)左 ノ文ノ意味ヲ書ケ。(問 題ハ爲取ラナイデ ヨロシイ)

ピツ トは幼時か ら學問に熱中し、又世事に封しても、賢明な考察、思慮ある判断を下して、何

時も雨親に舌をまかせた。

(二)左 ノ句 ノ意味ヲ書ケ。

(イ)ほ こりかにその來歴を説く。(ロ)圓 かなる夢を齪さず。

(ハ)大 局を見るに明らかなり。(二)好 奇の目を注ぐ。

(三)左 ノ語ノ意味ヲ書ケ。

(イ)推 重。(ロ)宿 志。(ハ)加 工。(二)遺 徳。(ホ)原 稿。

(四)左 ノ句ノ片假名ノ部 ヲ漢字デ書ケ。

(イ)幾 多のコンクを忍んで燈壼ケンセツの資金をボシフした。

(ロ)シ ヤウビヤウ者のクワンゴに從事す。

(五)左 ノ句ハ ドウイフ意味ノ事ヲ書イタモノカ。(問題ハ爲取ラナイデヨロシイ)

(イ)赤 十字社の記章の附いた旗のひらめくところには、國境もなければ人種の差別もない。

(ロ)に つこりと笑って永い眠についた。

(第 二 日 分)

(一)左 ノ歌ノ意味ヲ書ケ。(問 題ハ爲取ラナイデ ヨロシイ)

松のあらしはさ》やきあひて、海にちりぼふ五百島 ・千島、如何なる神のなししたくみぞ。 く
くママラ

しき な が め は見 る間 に攣 りて 、 雨 の松 島 い よ ＼ 珍 し。

(二)左 ノ語 ヲ用 ヒテ 短 文 ヲ作 レ。
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(イ)も ちろ ん。(ロ)必 ず しも。(ハ)い は ゆ る。(二)や ＼もすれ ば。

(三)左 ノ語 ノ意 味 ヲ書 ケ 。

(イ)う るほす 。(ロ)け た 墨ま し。(ハ)た つ さは る。(二)し た 』る。

(ホ)な つ む。

(四)左 ノ句 ノ片 假 名 ノ部 ヲ漢 字 デ 書 ケ 。

(イ)近 來 は飛 行 機 の サ ウジ ユ ウが盆 々 カ ウメ ウ に なつ た。

(ロ)シ ユ ン キ ク ワ ウ レイ サ イ も過 ぐれ ば ヒガ ン櫻 は早 く も咲 き 出づ 。

(五)左 ノ句 ハ ドウイ フ意 味 ノ コ トヲ書 イ タモ ノカ 。(問 題 ハ 爲 取 ラナ イデ ヨ ロシ イ)

(イ)総 理 大 臣の 椅 子 を 占め た。

(口)玉 はい つ ま で も塵 の 中 に うつ もれ て は ゐ ない 。

O作 文

交通 機 關。(口 語 膣)

0算 術 科

(1)〔÷ ・+1〕×〔1台・9〕÷〔39-・艶 計算セヨ・

くママラ

(2)イ ギ リス ノ面積 ハ12●391方 マ イル アル,コ レハ 幾 方里 力,但1マ イル ヲ0,41里 トス 。

(3)大 工8人14日 ノ賃 銭 ガ425圓60銭 デ ア ル ト21人16日 ノ賃 銭 ハ 幾 ラ デ アル カ。

くママラ

(4)縦31米,横3◎ 米 ノ矩 形 ノ土 地 ガ ア ル.1坪 ノ債 ヲ26圓 トスル ト此 ノ土 地 ノ債 ハ 幾 ラカ 。

くママラ

(5)蜜 柑 ヲ幾 ツ カ買 ツ タガ 其 ノ 中二 腐 ツタ モ ノガ,32ア ツ タ,腐 ツ タモ ノハ100ニ キ キ・4ノ割

合 デ アル,全 膿 デ 幾 ツア ツ タカ 。

(第 二 日)

(1)110哩 ヲ177粁 トス ル ト,東 京 下 關 間702.8哩 及 ビ上野 青 森 間456.9哩 ハ 各 幾 粁 力,四 捨 五 入

シ テ 小数 第 一 位 マ デ 求 メ ヨ。

(2)公 園 ニ アル 大 木 二長 サ1丈7尺 ノ縄 ヲ巻 付 ケ テ 見 タ ラ2周 リシ テマ ダ縄 ガ4分4厘 鯨 ツ タ,此 ノ

くママラ

木 ノ直径ハ何程力,但 圓周ハ直径ノ3.14俗 トス。

(3)或 工場デハ午前8時二仕事ニカカリ午後5時15分 二終ル,書 休ガ1時 間ノ2デ 午前 ト午後二
4

15[分]ヅ ツノ休ガアル ト,働 ク時間ハ何時間デアルカ。

(4)梨625箇 ヲ甲乙丙丁ノ四組 ノ生徒二人歎ノ割二分ケヨウト思フ,甲 組51人,乙 組43人,丙 組

45人,丁 組46人 居ル ト各組ノ分前ハ幾ツヅツカ。

(5)一 株50圓 ノ某會社株ヲ圏5圓デ買ヒ,年1割7分 ノ配當ヲ得レバ利廻リハ幾ラニ當ルカ。

O歴 史 ・地理 ・理科問題(六 十分)

(一)(イ)武 家政治とは何か。(ロ)誰 が始めたか。

(ハ)い つやんだか。(二)幾 年程っ ゴいたか。

(ホ)そ の政磨はどこにあつたか。

(二)五 箇條の御誓文に 「智識を世界に求め」と仰せ られたが、それまではどうであつたか、そ

の有様を書け。
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(三)北 海道と壷濁 との農産物を比較し、且その相違のできたわけを書け。

(四)日 本は次の國からおもに何を輸入するか、支那、アメリカ合衆國、オース トラ リヤ。

(五)(イ)み がじゆくするとわれる植物四つの名を書け。

(口)次 の動物はどんなにして食物をとるか。

っばめ。 うんか。 とんぼの子。

(六)電 話機の送話器と受話機 とはどんなりくっがもとになつてゐるか。

東京府立 第四中學校

O國 語 科

(一)左 の文を讃んで次の間に答へなさい。

讃者を離れて新聞はない。若 し世間に下品な新聞があるとすれば、それは一面から見ると、讃

者の品性の低い事をあらはすわけである。之を思ふと、讃者は輩に讃むだけでなく、同時に又

自ら新聞の土毫を築いて行 くものといふべきである。
くマの

問(一)「 品性の低いとは 」 どんなことか。

(二)ど うすれば新聞のよい土墓が築かれるか。
くママラ

(二)左 の文を讃んで次の間に答 べ なさい。

東照宮の出來た時、大名は皆孚つて高債な燈籠などを献じた。ところが其の中に、一人全然攣

つたものを献上 した人がある。それは松平正綱 といつて幼少の時から家康に仕へ、東照宮の造

螢にもたつさはつた人である。正綱は主君に受けた厚恩 と其の死後までかうして仕へるといふ

くしき因縁とに感激 したのか、永遠に意義あるものを献上 したいと考へて、遂に杉並木を作る

ことにした。

問(一)「 其の」は何をさすか。(二)「 全然攣つたもの」 とは何か。

(三)「それ」は何をさすか。(四)「 其の」は何 をさすか。

(五)「か うして仕へる」はどうして仕へたのか。

(六)「 くしき因縁」のわけを書きなさい。

(三)左 の歌と文 とのわけを書きなさい。

(イ)ほ ど》ンに心を壼くす國民の力そやがて我が力なる。

(ロ)天 下萬民の爲に一膏の力をかさんことを望む。

(四)左 の語の上或は下に適當な語を加へて短い文を作 りなさい。

(イ)も ちろん。(ロ)案 外。

(五)左 の文字のどれにも、上か下かに一字を加へて熟語 としなさい。

絡。 測。 展。 偉。 奮。 掲。

(六)左 の語の讃方 とわけとを書きなさい。

輕侮。 篤學。 回顧。 遠淺。

(七)左 の文の片假名のところに適當な漢字を書きなさい。

橋の或一箇所がヒツエウ()に 並()じ 、其の中央にマウ()
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くママラ

けられた橋脚を中心にして水平にクワイ ヲ ン()す るサウチ()に な

っ てゐる。一朝風荒れ波怒つ た時な どはカ ウカイ()に 馴れ たジユク レン

()の 船夫さヘナンパ()の 憂 目を見ることが しばしばであつた。

0算 術 科

(1)次 ノ問題ハ答ダケ書ケ。

(イ)24ノ 約籔ヲ残ラズ書ケ。
くママラ くマめ

(ロ)100カ ラ200マ デ ノ間 ラ5ノ 倍 数 ハ幾 ツ アル カ 。

(ハ)■,⊥,■,■,■,ヲ 大 キイ方 カ ラ順 二 書 ケ。
1728193023

(二)目 分 量 デ,下 ノ線 ノ長 サ ヲ メー トル 法 デ バ カ レ。

(2)次 ノ問題ハ計算 ト答 トヲ書ケ。

(イ)2ヲ 歩合デハ何 トイフカ。
8

(口)減 数ノ2ト 其ノ残 リノ三 トハ ドチラガ大キイカ。
59

(ハ)iハ ■ ヲ幾 ツ集 メ タモ ノカ 。
515

(二)甲 数 ガ 乙数 ノ12倍 デ アル,乙 敷 ノ 甲 二敷 封 スル 比 ノ値 ハ 幾 ラ カ。
3

(3)次 ノ問題 ハ計 算 ト答 トヲ書 ケ 。

(イ)32×6÷18÷ 三 ヲ計 算 セ ヨ。77

くママ　
(ロ)15時10分 ヲ2時10分 デ 割 レ。

(4)次 ノ 問題 ハ 式 ト答 トヲ書 ケ 。

(イに ツノ分敷ガア・v・;HIノ和ハ3デ 差・汰 ノ号デ7・v,此 ノニツノ分敷機 ラカ。

(ロ)米 ト褒ノ1石ノ債ノ比ガ5:8デ アル ト,米45石 ヲ買得ル金高デ屡ハ幾ラ買ヘルカ。

(5)次 ノ問題ハ式 ト答 トヲ書ケ。

(イ)重 サ55瓦 ノ封ジタ手紙ヲ郵便デ出スニハ3銭切手幾枚ハ レバヨイカ。

(ロ)水 ハ 目方デイフ ト水素1ト酸素8ノ割合デ出來タ化合物デアル,1,8妊 ノ水ノ中ニアル酸素

ノ目方ハ幾瓦力。

(6)次 ノ問題ハ式 ト答ダケ書ケ。

社債券ノ利子ノ所得税率ハ乏 デアル,年 利7分 ノ或社債券額面1200圓 ヲ持ツテ居ル人ハ所得税
10

ヲ引去 リテ半年毎二何程利子ヲ得ルカ。

O地 理 ・歴史科
くママラ

(一)北 海道朝鮮墓濁二於テ本州 ト最モ交通多キ港ヲーツヅ 、 アゲヨ。

(二)九 州地方ニテ石炭ヲ多ク産スル縣ヲ問フ。

(三)職 國時代ノ齪レシ天下ハ誰々ニヨリ平ゲラレシカ。
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(四)伊 藤博文ニツキテ知 レル所ヲ記スベシ。

O理 科

(一)左 ノたねヲマイテはつがシタヱヲカケ。
くママラ

(イ)だ い つ 。(口)そ ら よ め。(ハ)松 。(二)稻 。

(二)左 ノ問 二 答ヘ ヨ。

(イ)つ ば め ヲ取 ツ テハ イ ケ ナ イ ワケ 。

(ロ)動 物 ニ ヨツ テ病 ヲ人 二 傳 ヘ ル モ ノニ種 。

1、 動 物1卜 … … ・病 名 〔=====コ

2、 動 物i卜 … … 病 名[=====]

(三)次 ノモ ノ ＼中 デ(イ)ニ ホ ヒ ノア ル モ ノ(口)燃 ヱ易 イ モ ノ(ハ)水 ニ トケ ヌモ ノハ 何 々

カ 。

い わ う。 ア ンモ ニ ア。 アル コール 。 パ ラ フィ ン。

(イ)ニ ホ ヒ ノア ル モ ノ。(ロ)燃 工易 イモ ノ。

(ハ)水 ニ トケ ヌ モ ノ。

(四)盤 酸 ト硝 酸 ニ ツイ テ次 ノ コ トヲ書 ケ。

(イ)試 験 紙 二 封 ス ル働 … …盤 酸 ハ 硝 酸 ハ

(口)亜 鉛 二 封 ス ル働 … … …塵 酸 ハ 硝 酸 ハ

(ハ)銅 二 封 ス ル働 塵 酸 ハ 硝 酸 ハ

(二)毛 織 物 二 封 ス ル働 … …1甕酸 ハ 硝 酸 ハ

(五)次 ノ ワケ ヲ簡 軍 ニ カ ケ。

(イ)目 光 デ 物 ヲ見 ル トキ 白色 。 黒 色 又 ハ 赤色 二見 エ ル ワケ 。

白色 …… 黒 色 … … 赤 色 … …

(ロ)電 話 機 ノ送 話 器 二 炭素 ノ粒 ヲ多 ク入 レル ワケ。

(ハ)電 燈 ノ球 ノ嚢 光 ス ル部 分 ヲ 「タ ン グス テ ン」 ノ細 イ 線 デ 作 ル ワケ。

東 京府立第八 中學校

0國 語科問題(時 間人十分)

(一)次 ノ ノツイテヰル言葉ヲ漢字ニナホシテ書キナサイ。

フキンの送話局か ら、オンガクやカウエンや其の 日の出來事など一定のジコクにハツシンする

と、其の機械を持つてゐる人が随所で聞 くのである。これはカカクも安く、其の上 トリアツカ

ヒも極めてカンタンである。

(二)次 ノ漢字 ノ讃 ミ假名 ヲ其ノ右ワキニオ書キナサイ。
くママラ

早 速。 與 味。 境 内。 飼 養。 並 木。 強ひて。 馴れ る。 注 ぐ。

(三)次 の文中 ノツイテヰル所ノワケヲオ書キナサイ。

1.我 、父上に後れ奉 りし後は、伊豆の配所に在 りて、心に任せぬ悲 しさ。御身が奥州に下り

し由はかすかに聞き及びながらおとつれ もせざりしに、兄弟の情を忘れず一家の大事に馳加
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戸 田城外著 『中等學校 入學試験 の話 と愛見 の優等化』(2)

りし事 、 此 の上 も な き喜 な り。

2.事 の成 否 は今 よ り豫 測 す べ か らず 、若 し 向ひ の 山に の ろ しの あ が る を見 ば 、 幸 に城 を 出 で

た り と知 るべ し。

(四)次 ノ文 ノ 中 ノツイ テヰ ル 言 葉 ハ 何 ヲサ シ テヰ マ スカ 。

論 語 は 、 曾 参 と有若 との 門人 等 が 、 孔子 及 び其 の 高弟 の言 行 を集 録 した る も の に して 、最

も よ く此 の 大聖 の面 目を うかが ふ を得 べ し。 今 此 の書 に よ りて 其 の一 端 を述 べ ん。

(五)次 ノ文 ハ ＼○ ガ 、ナ クー トツ ヅキ ニ 書イ テ アル ガ、 文 ノ意 味 ヲ考 ヘ テ適 當 ナ トコ ロへ ○ ダ

ケ オ ツ ケ ナ サ イ。

ピ ツ トの 聲 望 は 日を追 うて 高 ま り越 え て二 年 大 藏 大 臣 に推 され 更 に其 の翌 年 の冬 に は総 理 大

臣 となっ た 實 に ピツ トが 二 十 五歳 の 時 で あ る國 民 は彼 が 鯨 りに 弱年 で あ るの で 幾 分 不安 の念

を 以 て此 の 内 閣 を迎 へ た しか し幾 多 の難 問題 に行 きな や ん で ゐ た 當 時 のイ ギ リス の政界 は ピ

ツ トのや うな天 才者 にま っ 所 が多 かつ た ので 年 と共 に 彼 の 信 望 も加 り遂 に前 後 十 九年 の 久 し

い 問総 理 大 臣の 椅 子 を 占め た の で あつ た 。

0算 術 科 問 題(時 間8分)

(1)9+4+8+3+7+4+2+7+9+8ニ

458678)57848

×8

(2)7+6+2+3+8+1+5+9+4+8=

375129)37512

×9

(3)2+3+8+9+3+5+7+8+6+4=

432857)37975

×7

(4)8+7+3+4+7+8+9+5+2+6=

734266)98076

×6

(5)5+3+5+2+6+7+1+8+6+4=

346284)300052

×4

(6)2+6+1+8+9+9+8+5+4+3=

769993)84537

×3
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(其の 二)(!時 間10分)

(1)次 ノ計 算 ヲナ セ 。

(イ)3t× 号培+去 ÷・(・)59-3・ ・÷29-・ 捻

くママラ

(2)上 底6糎,下 底10糎,高 サ7糎 ノ梯 形 ノ面積 ハ 何 程 ガ 。

(3)甲 乙二人ノ所持金・構 シイ・今甲ハ所持金ノ号ヲ使 ヒ・乙ハ?使 ツタ・残リヲ調べ・レト

甲 ノ方 ガ 乙 ノ ヨ リ2圓 多 カ ツ タ。 甲 乙雨 人初 メ ノ所 持 金 ハ イ ク ラカ 。

(4)茶138斤 ヲ103圓50銭 デ 仕 入 レ,之 ヲ費 ツテ2割6分 ノ利 ヲ得 ン ト思 フ。1斤 ノ費慣 ヲイ ク ラ ニ

ス レバ ヨイ カ 。

(5)子 供 ノ 日給 ハ 大 人 ノ2デ ア ル トキ,大 人6人 子 供2人 ノ1目 分 ノ 日給 ガ合 計20圓 デ アル ト,
3

大人 ト子供ノ日給ハ各イクラカ。
くママラ

(6)水 ハ 目方デイフ ト.水 素1ト酸素8ノ割合デ出來タ化合物デアル。1800グ ラムノ水ノ中ニ

アル酸素ノ目方ハイクラカ。

0歴 史科問題

(一)明 治二十七八年戦役の結果我が國 と清國とは下關條約を結んだが、それにはどんな事をき

めましたか。

(二)元 逡(元 軍の來竃)を うちはらふ事の出來たわけをお書きなさい。

(三)次 の事が正しかつたら○を、違つてゐた ら×を、各々の番號の上にお書きなさい。

1,源 頼朝の前にも征夷大將軍と云ふ職はあつた。

2,織 田信長は大いにキリス ト教を禁 じた。

3,水 戸家の徳川齋昭は徳川幕府から、きらはれ恐れられた。

4.明 治天皇は第百二十一代にまします。

5,赤 穗の義士が主人の爲に復讐した頃は、一般に武勇の氣風が盛だつた。

O理 科 問 題

(一)い か ノ禮 ハ た こノ髄 ニ ク ラベ テ ドンナ トコロ ガ チガ ヒマ ス カ 。

(二)次 ノモ ノニ就 テ説 明 シナ サ イ 。

くママラ

(イ)あ ご や が ひ … …。(ロ)つ の ま た … …。(ハ)子

(二)深 成 岩 … …。(ホ)動 脈 … …。

(三)次 ノ問 二 答 ヘ ヨ。

(イ)炭 酸 が す 力 窒 素 カ ヲ知 ル 方 法。(ロ)亜 硫 酸 がす ノ性 質 。

(四)左 ノ圖 ノ様 二 光 ガ 矢 ノ方 向 ニ ア ツ タ トス レバ 、

葉 … … 。

ドノヤウニ屈折スルカヲ圖に記入セヨ。
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戸 田城外著 『中等學校入學試験の話 と愛見 の優 等化 』(2)

▽
八
丁
美

(イ)

←

/予K㌔

(ロ)

薫
白

(ハ)

武藏 高等 學校(尋 常科)

○理解力問題(時 間六十分)

(一)正 遷宮の御儀式とは何か。(約 四十字)

(二)國 際聯盟規約 とは何か。(約 五十字)

(三)民 事裁判 と刑事裁判との違ひを述べなさい。

(四)新 聞社の組織を述べなさい。(約 六十字)

(約四十字)

(五)え んさんとりうさんと似て居る黒占を述べなさい。(約 五十字)

(六)赤 穗義士の節義を述べなさい。(約 百字)

(七)關 東州にっいて述べなさい。(約 五十字)
くママラ

(八)日 本本島の主要な山系を述べなさい 、(約 三十字)

(九)わ が國の米と褒との産額を比較 しなさい。(約 十字)

(十)「問は ゴや遠き世々の莇マ)とは何のことか。(約 二十五宇)

○計算力問題(五 十分)

(1)十 萬分の一の地圖で長 さが8寸9分1厘 ある道は實際何粁か。

(2)五 十銭銀貨ばかりを持って居る人がある,其 の金高の三倍は十圓よりも少 く,又 五倍は十

四圓よりも多い,何 枚か。

(3)互 にくらべて分母も分子も6だけ小さな分敷を小数になほせ6
30

(4)菓 子屋で一斤47銭 の菓子三斤 と,一 斤43銭 の菓子二斤と,一 つ9銭 の菓子七つとを買って五

圓札を出したら,一 圓札 と銀貨若干とを返した,此 の銀貨は何程か。

(5)次 の計算を徳12・34+9-5・34+@5・4t〕 ÷4+湯

くママラ

(6)甲 も乙も金を540圓 貰つた,甲 はす ぐ商買をして二割五分儲けたが.其 のあとで160圓 の

損をした,乙 は初めに120圓 消費 したが,其 の残りで商買を初めて二割五分儲けた,甲 乙どちら

が何程たくさん金を持つて居るか。

(7)一 千個の蜜柑を百七十三人の小學生に各人同敷つつ出來るだけ多 く分配 し,其 の残 りは二

っ自分が取ったほか全部を校長や先生や小使等十九人の人達に公平に分配した,十 九人の大人

は各一人幾つ貰つたか。

(8)甲 は最初の一分間に75間走るが次の一分間には65間,ま た次の一分間には55間 といふや う

に一分たつ毎に10間づっ渥くなる,乙 は最初の一分間に65問次の一分間には61間,以 下同様に
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毎分4間 つつ邊 く走る,此 の二人が四町の競箏をすればどちらが何時間勝つか。

0観 察力問題(時 間三十分)
くママラ

此の爲生圖で美でない、又は眞でない形を 綿 筆でなほすか、或はさういふ鉄黒占を文章で列畢

しなさい。

[

亀

一
-・曹う一h},一 ▼一一

、

麻 布 中 學 校

○國 語 科(一)(二)(三)(四)の 問題は各々別の紙にかきなさい。

(一)左 の文や句のわけをかきなさい。

(イ)月 影さゴなみにくだく。(ロ)事 の成否は今より豫測すべか らず。
くママラ

(ハ)蕾 法にな づ まず。(二)古 の武藏野の面影をしのぶ。

(ホ)中 正不偏を貴ぶ。

(二)左 の語に讃方をっけなさい。

(イ)御 威 稜。(ロ)屏 風。(ハ)醸 す。

(二)憧 兵。(ホ)一 腎の力。

(三)左 の文中の片假名に漢字をあてなさい。

(イ)要 はカジヤウジヤウタツの道を開かせ給ふセイ リヨに外ならず。

(ロ)大 空の雲をナガめてゐるとムゲンのキヨウミがワく。
くママラ

(ハ)こ の 大 チ ヨジユ ツ ば そ の ケ ンキ ユ ウの結 果 で我 が 國文 學 の上 に フ メツ の 光 をハ ナ つ て

ゐ る。

(四)(甲)左 の文 字 を用 ひ て 各 々一 つ づっ の熟 語 をか きな さい。

(イ)救 。(口)設 。(ハ)構 。(二)娯 。(ホ)報 。

(乙)左 の文 字 につ い て 各 々 反封 の意 味 が あ る文 字 を一 っ づっ か きな さい。

(イ)高 。(口)増 。(ハ)横 。(二)濃 。(ホ)貸 。

0算 術 問 題

(1)〔39-・ 孟・7謝 ÷〔÷1÷ ・29〕ヲ計算セヨ・
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戸 田城外著 『中等學校入學試験の話 と愛見の優 等化』(2)

(2)次 ノ算式ヲ書イテロノ所へ適 口27

當ノ数字ヲ書キ入 レナサイ。+1□6

67口

(3)箱 ガアリマス,内 法ハ長サ,幅,深 サイヅレモ9寸9分 ヅツデアリマス,此 レニ清水ヲ満タ

シタ トキニハ,其 清水ノ目方ハ何砥ニナルカ。又何貫何匁ニナルカ。

(4)金 若干圓ヲ三人ノ子二分ケテヤリマシタ・長子二其舌 ・好 二其9,末 子填 残 リヲ與一

マシタガ,長 子 ト末子 トノ取リ前ノ差ハ400圓 デアリマシタ,総 金額何程力。

くママラ

(5)50圓 二費ル ト2割5分ノ利盆ガアル品物 ヲ,3割 ノ利盆 バ アルヤウニ費ルノニハ其費償 ヲ

イクラニセネバナラヌカ。

東京府立第一高等女學校

O國 語 科(一 時間四十分)

(一)左 の文の片假名にあたる漢字をその下の括弧の中にお書きなさい。

舟はキブ リウ()に 乗 りて、今 にも岩にツキアタ()ら ん とし、或はフチ

()に 落入 らんとするを、舟人はさをにてタクミ()に アヤツ()

りて進む。

(二)(1)次 の文を讃んで、

1何 故に孔明は孟獲に陣螢を見せましたか。2孔 明はなぜ笑ひましたか。

3孟 獲はなぜ其の後反 しませんでしたか。をお答へなさい。

蜀の南方齪れし時、孔明はか りごとを以て賊將孟獲を捕へ、陣螢を示 して 「此の軍備を何 と

見る。」と問ふ。孟獲答へていはく、「かくの如 しと知らば、何ぞ敗れん。」と。孔明笑ひて之

を放ち、再び戦はしめて再び之を捕ふ。かくすること七回に及びしかば、孟獲感歎 し、「公は

天授なり。敵すべからず。」 と言ひてまた反することなかりき。
くママラ

(2)次 の 文 の 中 の 、1の 「之 」 は何 を指 し、2の 「これ は 」何 を指 す か を 、 お 答 へ な さい 。

家 光 あ や しみ て 、 「汝 多年 嘉 明 と不 和 な り と聞 く。 今1之 を推塁 す るは 如 何 に。」 と問 ふ 。一

(ママ)

「高虎の嘉明と相悪むは私の小事なり。2こ れは公の大事 を り。何ぞ私事を以て公事を

害せんや。」と答ふ。

1(之)2(こ れ)
くママラ

(三)1次 の文字の讃方及び意味を、下の括弧の中にお書きなさい。

統べ。 猶豫。 遺言。 鮮か。 詳に。 輕侮。

(2)次 の文の意味を、其の文の次のあきにお書きなさい。

1

2

3

4

古人の句われをあざむかず。

何とて命を捨つるに及ぶべき。

我が國の氣候風土の、畜産に適せ ざるにあらず。

十勝平原は、北海道有敷の農作地な り。
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(四)次 の文 字 又 は こ とば に 間違 が あつ た ら、 そ の わ き に お な ほ しな さい 。

1く も は其 の謄 よ り糸糸を出 して綱 を張 り、 贔 の か か る を持 ち て之 を捕 ふ。

2私 は、 級 中で 成 績 も よ く、繰 行 も正 しい 人 に投 票 します 。

3今 日よ り後 は 、力 を合せ て 、帝 都 の復 興 を計 りた り。

4私 の母 が 、 「これ を あ な た にや るや うに 。」 とお つ しや い ま した。

(五)次 の各 行 の 二 つ の語 を用 ひ て 一つ の文 をお 作 りな さい。 そ れ を そ の次 にお 書 きな さい。

1梅 、雨 。2覧 悟 、 あ らずや 。3萬 一 、 注 意 。4慮 用 、 青 。

5う ら らか 、 不 安。

○ 算 術 科(第 一 回)

(1)2⊥ 二2』 一ヲ掛 ケ タ モ ノ ヲ,ド ンナ 敷 デ 割 ル ト,57ト ナ ル カ 。266

(2)甲 乙二人ガ合計56圓 ヲ持ツテヰタガ甲ハ12圓 ヲ損シ乙ハ15圓 ヲ利盆シタノデ甲乙ノ所持金

ガ等シクナツタ。甲乙ガ初メニ持ツテヰタノハ各何圓力。
くママラ こママ　

(3)或 學生ガ東京カラ大阪マデ旅行シヨウ トシテニ割引ノ鐡道 齪 車 劣 ヲ求メ,通 行税共デ

4圓88銭 ヲ支彿ツタ。割引ガナケレバ其ノ賃金ハ通行税共デ何程力。但シ通行税ハ4銭 デ,ソ レ

ニハ割引ガナイ。

(4)次 ノ式 ノムノ トコロニ適當ナ敷字ヲ書キ入 レナサイ。

(16×10.5十 △)÷5,08==45
くママラ

(5)長 サ1尺2寸 幅6寸5分 厚サ2寸5分 ノ箱ガアル。 ドノ面ニモ,ヒ モ ノ ヲ十文字ニカラゲルニ

ハヒモノ長サガ何尺イルカ。

但シ結ビ目ノ分ハ計算二入 レナイデヨロシイ。

(6)縦36糎 横2■糎 ノ紙ガアル,コ レヲ2糎 ヅツノ幅二切 リ,縦 ニツナイデ細長イ紙 ヒモヲ,ツ
くママラ

ク ル ノ ニ 縦 二 切 ツ テ,ツ ナ イ ダ トキ ト横 二 切 ツ テ ツ ナ イ ダ トキ ト,ド チ ラ ガ ド レ グ ケ 長 イ カ 。

但 シ 紙 ト紙 トノ ツ ナ ギ メ ハ2粍 ノ 重 ナ リ トス ル 。

(第 二 回)(12分)

次 ノ 計 算 ヲ,12分 間 二,順 二,出 來 ル ダ ケ オ ヤ リナ サ イ 。

(1)32十13十725=(2)152十8001十120十3023=

(3)4748-136=(4)362874-221801=

(5)2201×231=(6)375024÷312=

(7)3225+134+2900-Fsoo4+4050+363-(8)62132104-38396767-

(9)56804×564=(10)15826992÷4==

(11)3333220÷436=(12)78558-十 一68696十59393十73859十66773十68887

十98951=・

(13)16535424-8875657==(14)89576×876=

(15)51495423÷7=(16)5361384÷679=
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戸 田城外著 『中等學校入學試験の話 と愛見 の優等化』(2)

O歴 史 科(三 十分)

(一)今 年は我が國の紀元何年ですか。

(二)此 の東京はもと何 といつた地ですか。

(三)神 武天皇はなぜ 日向から大和へお出でになつたのですか。

(四)我 が國の佛教が始めてつたはつたのはどこからですか。

(五)神 皇正統記は誰が作つたものですか。

(六)武 家政治をはじめた人は誰ですか。

(七)次 の文中の○に適當の文字を書き入れなさい。

又民間にても政治を論ずるもの多く出でて、國民の政治思想おひ ㌧蛋に獲達 し、速に○○を開

かんことを願ふもの相ついであらはれたり。こ＼に於て明治○○年に至り、天皇勅を下 して來
くママラ くママエ

る二十三年を以て國會を開かんことを告 け たまふ。ついで○○○年には 。 わが國膣に基づ

きて、皇室典範及び大 日本帝國憲法制定せ られ、○○○の日を以て之を襲布 したまへ り。

O理 科(三 十分)

(一)地 上ニハ 何庭ニモ空氣ガアル ト 云フコ トハ、 ドウシテ ワカリマスカ。

(二)次 ノモノハ何デ出來テ ヲルカ、カツコノ中二書キ入 レナサイ。
くママラ

1電 燈 ノ球 ノ 中 ノ線2鉛 筆 ノ 心3'墨4ペ ン先

(三)次 ノ ウチ 、 石 炭 カ ラ トレル モ ノニ 、 ○ ヲツ ケ ナ サ イ。

石 炭 、 コー クス 、 セ メ ン ト、 コール ター ル 、 木 炭

(四)ゴ ハ ン ヲ ロ中デ カ ム トキ 、甘 クナ ル ノハ ドウイ フ ワ ケカ 。

(五)次 ノ植 物 ハ 左 ノ表 ノ ドノナ カ マ ニ ハ イ リマ ス カ 、 ソ レ 虹 カ ツ コ ノ下 二書 キ入 レナ サ

イ 。

キウリ アブラナ ツツジ ソラマメ イネ

ノキシノブ ムギ カイサウ

植 物

花ノ咲クナカマ

花ノ咲カナイナ

カマ

モ

⊥

萎謬チ蒐享夷》{

萎男㌃霧ζ{

募難 畢別ノ明{

謂華鶉 別ノ不{

ハナシヤウブ タンポポ
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(六)次 ノ表二、アテハマル物ノ名ヲカツコノ下二各一ツヅツ書キ入 レナサイ。

自然物

固 骨豊

重;響 ヲシ{

享;;驚{

一{1二∴1

一モ影∴1

東京府立第三高等女學校

○國 語 科

(一)次 の文を績んで、三つの問にお答へなさい。
くママラ

(イ)案 内の手紙 として、この文になくてはならない事がらは何々で ず か。

(口)自 治髄はどういふものですか。

(ハ)候 へばといふ語 と候はばといふ語 とは意味にどういふちがひがありますか。
くママラ

拝啓來る人日午後一時半 ふ り當村小學校に於て松木信太郎氏の自治の精神に關する講話こ

れあり候同氏は御承知の通り内務省囑託たること多年學理にも通じ實地にも明らかなる人に

候へば其の講話は定めて有盆なる事と存候貴村にてはかねて自治膿の獲達に就きて熱心に御
くママラ

研究のや うに候へば御出席御希望の方々も多かるべ く御誘ひ合せの上御來會相成 侯 ては如

何御道筋の事故御立寄 り下され候はば御案内致すべく候なほ縣廉 よりは小杉理事官も見えら

るンはずに御座候草々。

(二)次 の文を讃んで、これはおもしろい、これはよくできたと感 じたことをおかきなさい。

日 本 三 景

(一)緑 した 》る山を後に波にた ゴよふ朱の廻廓、わたつみの宮それかあらぬか。

みぎはの燈籠皆火をともして、夜の宮島さらに美 し。

(二)與 謝の浦波遠く績ける中をかぎりて浮かぶ松原、天の通路絶えしは何時か。

か ゴやく日影に神の代おぼえて、朝の橋立殊にめでたし。

(三)松 のあらしはさ㌧やきあひて、海 にち りぼふ五百島 ・千島、如何なる沖のなしし巧ぞ。
くママラ

くしながめは見る間に攣 りて、雨の松島いよ ＼ 珍 し。
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戸 田城外著 『中等學校 入學試験 の話 と愛見 の優等化』(2)

一{野ll∵ 　
　 　

右の例にならひ、次の題について、一題ごとにカツコの中から、そのカツコの上の語の結果に

當る一つの語を取出して、カツコの上の語と線で績けて、答案にお書きなさい。

1耕 作(栽 培 農業 収穫 荒地)
くママラ

2奮 戦(砲 弾 勝利 勇武 戦況)

5掃 除(住 居 街路 必要 清潔)

7衛 生(健 康 運動 食物 養育)

9同 情(喜 捨 徳義 境遇 罹災)

2

4

6

8

10

研究(讃 書 勉強 學問

豫知(風 雨 天氣 警戒

練習(努 力 使用 熟練

貿易(現 状 國盆 販路

正直(信 用 人生 利害

　

　

　

　

　

見

瞼

査

通

味

獲

危

検

交

興

(四)次 の語をうつ し、其の漢字に讃方の假名をおっけなさい。

畳書 赤銅 極印 小姓 仕業

連絡 猶豫 圓か 醸す 荒む

(五)次 の文の片假名の所を漢字におなほしなさい。

1議 員のセンキヨは、コウホ者中で、人物も政治上の意見もりつばで、まじめに國の爲にツ
　ママラ

くし で くれる人に トウヘウするがよい。
くママラ

2車 馬の ワ ウライシゲく、行人織るが如くなれども、ジユンサのアヒヅに從ひてキリツ正
くママ　

しく カ ウ ドウするが故に、少 しもコンザツを生ず ることなし。

○作 文(文 題 朝)

○算 術 科(二 時 間)

(1)甲 乙二人ノ職工ガ共二同ジ日カラ貯金ヲ始メ,甲 ハ毎 日一圓ヅツ,乙 ハ毎 日七十五銭ヅツ

貯金スルコトトシタ。甲ノ貯金ガ乙ノ貯金ヨリ十七圓多クナルノハ何 日ノ後力。
くママラ

(2)甲 乙二人ノ所持金合セテ百圓デ,甲 カラ乙へ二十圓ヲ 興 ヘレバ,二 人ノ所持金ガ等シク

ナル トイフ。各初メノ所持金ハ幾ラカ。

(3)或 人五百五十圓ヲ十二月十五 日カラ翌年ノニH二 十七 日マデ貸シ,元 利合計五百五十九圓

九十銭受取ツタ。 日歩何銭何厘力。

但シ借 リタ日モ,返 ス日モ利息ヲ佛フ約束。

(4)道 ヲ繕フノニ,二 里十町四十人問デ人百九十七圓カカル トスル ト,一 里ニツキ何ラノ割合

力。又コノ割合デ,五 里二十町二十四間ヲ繕フノニ何 ラカカルカ。
くママ　

(5)全 距 雑 ノ初メノ五分ノニハ徒歩デ,其 絵ハ電車デ通學スル學生ガアル。然ルニ今電車路

ノ三分ノニマデ來タ トキ車二故障ガアツテ,ソ レカラ電車路ニソウテ學校マデ,七 町五分ノー
くママラ

ダケ バ 徒歩シタ全距離幾ラカ。

(6)内 法縦ガニ尺デ,横 ガニ尺六寸四分デ,深 サガニ尺三寸一分ノ箱へ一パイ入 レタ水ハ幾 リ

ツ トルデアルカ。

(7)一 邊ノ長サニ尺ノ立方膿ガアル。ソレヲー邊ノ長サー尺ノ立方艦二分ケタライクツ出來ル

カ。ソシテ出來タ立方腱全部ノ表面積ハ合計何程ニナルカ。分ケナイ前二比ベテ表面積二何程

一304一



創価教育 第4号

ノ増減ガアルカ。

(8)或 人若干金ヲ所持シ,初 メニ其六分ノーデ靴ヲ買ヒ,次 二八圓デ本箱 ヲ買ツタノニ,残 リ
くママラ くママラ くママラ

バ 切 メノ所持金ノ三分ノニヨ り 五圓多カツ ク 。初メノ所持金ハ何程力。

(9)百 二十九圓五十銭デ責レバ七分五厘ノ損ニナル商品ガアル。コレヲ百六十八圓デ費 レバ利

盆ノ歩合ハ幾ラカ。
くママラ

(10)五 分利附ノ公債ヲ,額 面百圓ニツキ人十三圓デ買入レルノ ト,或 會社ノ株 券 ノ額面百圓

ノモノヲ百六十人圓デ買入レテ,年 一割二分 ノ配當ヲ受ケルノトハ,何 レノ方ノ利廻 リガ何程

ヨキカ。

O日 本 歴 史(一 時間十五分)

(一)徳 川吉宗の事蹟を問ふ。

(二)武 家政治の始 と終とについて説明せ よ。

(三)徳 川時代の國學について記せ。

(四)次 の三について知る所を書け。

(イ)國 分寺(ロ)大 日本史(ハ)林 子平

O理 科(一 時間十五分)

(一)次 ノ各ノ物ハ、何ヲ ドウシテ造ルカ。

1墨2え んぴつノしん3き はつゆ4ブ リキ
くママラ

(二)1物 ノしんどうノシカタノ テ ガヒデ、音ノ強サヤ高サハ ドウチガフカ。

2と つ レンズヲ通シテ向ウガハノ極近クニアル物ヲ見タ時 ト、あふ レンズヲ通シテ物ヲ見タ

時 トデ ドウチガフカ。

3で んじしやくガ、只ノじしや くヨリモ便利ナ所ハ何々カ。

(三)1つ つ じノはなびらニツイテ書ケ。2た けのこハたけノドウイフ部分力。

3そ らまめノをしベニツイテ書ケ。

4お にゆりノ地中ニアル白イ大キイたまハ何力。

5か ノをす トめす トノチガヒヲ書ケ。

(四)1ね ずみノまへばニツイテ書ケ。

2す ずめガ細イ物ニ トマツテ眠ツテモ落チナイノハ ドウイフワケカ。

3た こ トいか トノチガヒヲ書ケ。
くママラ

4く わかうがんハ何々ノぐわうぶつカラ出來テ居ル ガ 。

5石 油 ト水 トノチガヒヲ書ケ。

東京府立第六高等女學校

O國 語 科(講 讃 ・作文 トモデー時間半)

(一)左 ノ文ヲ讃ンデ、終 リノ問二答ヘナサイ。

我が國及び附近に風雨のおそれある時は、中央氣象壼は全國暴風警報を獲して之を警戒 し、又

一地方に荒模檬ある時は
、測候所は地方暴風警報を獲 して之を警戒す。警報は信號を以て公示
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛児の優等化』(2)

せ らる。本邦内地に於ては、書間は赤球を以て風の強きを示し、赤圓筒を以て風雨の強きを、

赤圓錐を以て暴風雨のおそれあるを示す。夜間は紅燈一個を赤球に、同二個を赤圓筒に、同三

個を赤圓錐に代ふ。

(イ)測 候所で、夜間に紅燈二個を示すのは何の警報ですか。

(ロ)書 間、本邦内地の一地方で暴風雨のおそれがある時、どこで、どんな信號を示しますか。
　 　

(二)左 ノ語 句 ノ ワケ ヲ書 キナ サ イ 。

(イ)自 然 に備 る氣 品 、犯 し難 し。(口)眼 界 盆 々開 く。

(ハ)人 々 を 納得 させ た。(二)豫 想 以 上 にで きた 。

　 　 　 　

(三)左 ノ語 ノ右 二 、護 ミ假名 ヲツ ケ ナ サ イ。

布 子 。 植 込 。 装 置 。 行 宮 。 象 徴。 健 氣 。 興 味 。 鮮 か。

妨 ぐ。 促 す 。

くママラ

(四)左 ノ文ノ片假名ノ左二漢字ヲ入 レナ ア イ。

(イ)各 部のコウザウをセイミツにクワンサツした。

(口)幾 千の聴衆はバウシを脱いで相ワした。

(ハ)燈 壼シンセツのヒツヱウをカンじて、其のテウサを始めた。

(二)晴 れやかなヱガホや落付いたタイ ドを見せた。

(五)(イ)我 ガ國ノ法律及ビ豫算ハ、 ドウイフ順序デ成立シマスカ。

(ロ)電 氣ハ、家庭二於テ ドンナモノニ利用サレマスカ。

O作 文 科

文骨豊 我が家。(口 語謹)

O算 術 科(一 時間半)

くママラ

(1)(イ)次 ノ合 計 ヲ書 キ ナ サ イ。(ロ)32.47÷4,56ヲ 少 数 第 二位 マ デ 出 シテ 残 モ 書

三 ニ ー 合 キナ サイ 。

聖 吾 里 呈 吾 計

六 四 六 二 〇
五 七 八 三 八

(ハ)次 ノ式 ノ ロ ノ トコ ロニ ハ ドンナ数 ガ ア ツ タ ラ ヨイ カ。 ソ レヲ入 レナ サ イ 。

315ロ
ー=一=一 二〇,3□58口120

(二)〔・号・・孟〕÷4去 ×1去 ヲ計算シナサイ・

(ホ)8畝18歩 ×322ヲ 計 算 シ ナ サ イ。

(へ)2日2時11分49秒 ÷13ヲ 計 算 シナ サ イ。
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(2)(イ)

2聞

/
顯 問

&5問 コ ノ圖 ノ面 積 ハ 何 坪 デ ス カ。

4聞

(ロ)5糎 ノ線 ト,一 寸ノ線 トヲ書キナサイ。

(3)鐡 道省線三等旅客運賃ハ50哩 マデハ1哩 ニツイテ2銭5厘,50哩 ヲ超ヱル ト100哩マデハ,超

ヱタ哩数ハ1哩 ニツキ2銭1厘 ノ割デ計算シ,結 果 ノ1銭未満ハ1銭二切上ゲル。又通行税ハ500哩

くママ　

マデハ1銭 デ,100哩 マデハ2銭 デアル。95哩 ノ乗車賃ハ 進 行税 トモデイクラデスカ。

(4)地 球カラAマ デヘハ約240000哩 デ,地 球カラ太陽マデヘハ約 ソノ400倍デアル。1哩ヲ0.4093

里 トスレバ,地 球カラ太陽マデハ約何里ア リマスカ。

(5)毎 目9時間ヅツ働ケバ20日 間二出來上ル仕事 ヲ,毎 日3時間ヅツ多ク働イタラ何 日早ク出來

上 リマスカ。

(6)或 女ガ綿入一枚ヲ縫ピアゲルノニ15時 間カカル。コノ女二綿入5枚 ヲ縫ハセタガ12日 ト3時

間カカツタ。一 日二幾時間ヅツ縫ツタコ トニナ リマスカ。

(7)ア ル商品ヲ定債ノ5分引デ責ル ト20圓ノ利盆ガア リ,定 債ノ3分引デ責ル ト24圓ノ利盆ガア

ル。コノ商品ノ原債 ト定債 トヲ出シナサイ。

(8)或 小學校ノ生徒総敷ノ四割七分五厘ハ女生徒デ,男 生徒ハ336人 デアル。全生徒数 ト女生徒

ノ敷 トヲ出シナサイ。
くママラ

(9)次 ノ籔 ノ 中 デ3デ モ 割 リ切 レテ デ2モ 割 リ切 レル 数 ノ 下 二 線 ヲ 引 キ ナ サ イ 。

15,14,18,24,352,2052,2391,4392

くママラ

(10)20ト1ト ノ和ヲ8倍シ,ソ ノ積カラ12ヲ引イタ差ヲ3デ割ル式ヲーツノ式デ表ハシナサイ。

O歴 史 科(一 時間)

(一)次 ノ文ノ中二誤 リアラバナホシ、又アイテ居ル所ニハ適當ナル文字ヲ入レナサイ。

(イ)空 海は聖武天皇の御代に、()に 渡 りて佛敏を學び、三年の後かへ りて、我が國

に日蓮宗を傳へたり。

(ロ)源 頼朝は()に 任ぜ られて、遂に天下の政治をとるに至れ り。その

政廉を()と いふ。

(二)下 關條約ノ要黒占ヲ箇條ガキニ書キナサイ。

(三)次 ノ問二答ヘナサイ。

(イ)神 武天皇御即位の年月 日。(ロ)臣 下を祭つた神社名二。
くママラ

(ハ)我 が國の帝都 となつたことのある地名三(二)蝦 夷征伐で名高い人二名。

(ホ)徳 川慶喜に大政奉還をす ンめた人の名。
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』(2)

○ 理 科(一 時 間)

(一)(イ)左 ノ植 物 ノ 内、 風 ノカ デ み ガ 出來 ル モ ノ ダケ カ キナ サ イ 。

ア ブ ラ ナ 。 マ ツ。 サ ク ラ。 タ ンポ ＼。 ム ギ。

くママラ

(口)竹 ノ み き ト、松 ノみ き トノ 、 主 ナル チ ガ ヒヲ三 ツカ キナ サ イ 、

(二)(イ)口 と

(口)次 ノ食 物 ノ主 ナ ル 成 分 ヲ答 ヘ ナ サ イ 。

くママラ

サ ツ ト イ モ 。 トウ フ。 牛 乳 。

くママラ

(ハ)す ゐ しや う トガ ラス トノチ ガ ヒ チ カ キナ サ イ 。

(三)(イ)石 灰 ハ 何 故 しつ くい 二用 ヒマ ス カ。

(口)あ えん ヤ ア ル ミニ ウム ニ えん さん ヲカ ケ ル ト ドウナ リマ スカ 。

(ハ)次 ノモ ノハ 、 ドンナ 金 屡 ヲ トカ シ合 ハ セ タモ ノデ スカ 。

は ん だ 。 しん ち ゆ う。

(四)(イ)ゴ ム ま りヲ熱 スル ト、 ダ ン ㌻ 払ハ ツ テ 來 ル ノハ何 故 デ ス カ。

ク リ。

ひ げ ・は ね ・あ しノ敷 トノ ワカ ル ヤ ウニ 、蚊(か)ノ 圖 ヲカ キ ナ サ イ。

(ロ)動 イテヰル電車ガ急二止ル ト、乗ツテヰル人ノカラダガ、電車ノ進ンデ居タ方二倒 レヨ

ウトスル ノハナゼデスカ。

三輪 田高等女學校

○國 語 科(一 時間半)

(一)左 の文の片假名を漢字におなほしなさい。

1シ ユウギヰンギヰンのコウホ者は澤山あ りますがセンキヨ人は大に自分の檬利をソンチヨ

ウして最もテキタウだと思ふ人物に トウヘウしなければなりません。

2ま ぜらんが太平洋をワウダンしてからムジンのハ ウコは世界に開かれました。
くママ　

(二)次 ぎの 文 を よ くわ か る様 に 説 明 な さい 、

(ママ
3)糠 を以 て公 事 をす てe.2講 を(羅'れ 噺 聞 はな1、、。

(三)左 の語を用ひて各短文をおっくりなさい。

1黙 在、 一段の趣、 さなが らに、

2随 慮、 通話、 獲達、

3操 る、 やがて、 すさまじい、

(四)左 の歌を普通文におなほしなさい。

鎌倉宮にま うでては壼きせぬ親王の御恨に悲憤の涙わきぬべ し。
くママラ

歴史は長 し七百年興亡総べて夢に似て英雄 基 はこけ蒸 しぬ。

O算 術 科(一 時間半)

(1)(イ)〔74-4S・ ・f)・欄 ×2・・5÷1・5騰 ニ テ答 一 ナ サイ ・

(・)・・25÷・孟 瑞+8壽 ×芸 ヲ分敷ニテ答一ナサイ.

(2)18,24,ノ ニ 敷 ニ ツ キ下 ノ 問 ヒニ 答 ヘ ナ サ イ 。
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創価教育 第4号

(イ)各 数ノ約数(ロ)公 約敷

(ハ)最 大公約数(二)最 小公倍敷
くママラ

(3)讐 油9升5合 入 リー 樽 ノ償8圓50銭 デ ス。 之 ヲ小 買 ヒ ニ スル トー 升 ノ慣1圓5銭 デ ス 。 一 ヶ

年 間 二6斗6升5合 ヲ 要 スル 家 庭 デ,コ ノ 醤 油 ヲ 小 買 ヒニ・スル ノ ト,樽 ニ テ 買 フ ノ トー ケ 年 間 ニ ド

チ ラガ ドレダケ 利 盆 デ ス カ 。 但 シ 空樽 バ ー 個35銭 二 責 レマ ス。

(4)正 方形 ノ運 動 場 ヲ計 ツテ 見 マ シ タ ラ,20米 平 方 ア リマ シ タ。 何 坪 ア リマ セ ウ。

くマの

(5)輩 債2圓50銭 ノ品二3圓20銭 ノ定便ヲツケテ置イテ,コ レヲ費ル時二定償ノ5引 キデ費 リマ

シタ。利盆ノ歩合ヲ計算ナサイ。

(6)若 干枚ノ書物ヲ讃ムニ,初 メノ日二其1ヲ 讃ミ,二 日目二其残 リノ互ヲ讃 ミ三 日目二43枚
58

讃ミマシタガマダ26枚残ツテ居マス。全骨豊ノ枚敷ハイクラデスカ。

(7)某 市ノ水道料金ハーケ月ノ使用量10立方米迄ハ90銭 デ,10立 方米ヲ超ユル ト,其 超ヘター

立方米及 ビ其端数毎二料金5銭 ヅツヲ増ス。或組合ノ風 呂桶ハ長サ(曲 尺)5尺6寸1分,幅(曲

尺)3尺6寸3分,深 サ(曲 尺)2尺6寸4分 ノ水ガ入 リ,一 回風呂ヲワカス毎二凡 ソ其二倍ノ水ヲ

要シマス。毎夜風呂ヲワカス トシテ,一 ケ月ノ水道料金何程ニナリマスカ。

二 大正十五年度の入學試験問題と其の後の傾向

大正十五年、麓箱二難、二度の試験は其の積筒が同一でありました。箭難凌棊の入學試験難の

與論に封して管1百は、如荷にかして此の難粛 を切 り抜けたいと苦慮致したので痴産います。其

して種々研究の結果、笑箪訣験に封する弊害は、
きやうそう

1,競 孚の劇甚なこと
さか

2.受 験準備の盛んなこと
き あん けんきう ひ じやう

二項であると氣がつき、此の二項に封する案を研究 し出したので御座いました。此れは非 常 に

正 しい着眼でありまして、完全に研究されなくてはならなかつたのに、研究壼されないで、其の
ちう と はん ぱ くママラ ご ざ せつかく

後文部省の訓令として中途半端の研究が實現されまし て たので御座います。折角のよい萌芽が

摘み取 られて、實に残念で御座います。
こ しよ ほ ふ りっ

しかし此の年の研究は初歩のものではありましたが、(1)を 防ぐために、府立が同一の 日に試

験を施行 し、(2)を 防ぐために客がう菓マ)緩筒一の問題を(マ葎てい密 し、しかも問題が非常に平易

になつたので御座います。
なか しばうしやじうぜんどほ

しかし、私立は從前通 り大腱に匠々たるもので御座いましたが、中には志望者の相ひ似た有名

な學校は、各々相談の上同じ日に試験を致 しました。其れで一禮に大正十五年以前から見ます と、

統一ある妥當的な識験鞍へ一歩を進めたもので痴座いまして、問題の容易になつたことは庇の葦
とくしゆ あひ なかエしなんだい

の特長で御座います。 しかし特殊の學校の中には相もかはらず仲々難題が御座いました。武藏高

等學校尋常科の、

「四捨五入の結果五となる藪は四搭五笑の結果二となる敷よりも何程大なるか箕の齢薗を問

ふ 。」
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』(2)

又東京高等學校尋常科の、
ゑん せん え しめ

「十二圓八十銭の所得税を得て居る人の所得如何。(規 定は示 されて居ました)」

「我が本州の輪廓圖をゑがきその中に、長岡、敦賀 ・呉の三都 邑の位置を示 し又これ らの都邑

はったっ か

はどうして獲達したか、そのわけを書け。」

などは一例に過ぎませんが、子供に取つて難 しい問題で御座います。 しかし此の檬なのは官立、
かんが とくしゆ もんだい

私立が府立各校と一様に考 へ られないと言ふ特殊の例で御座いますが、府立は問題が容易にな

り、各中學校、女學校の特徴ある試験が統一的になつたので御座います。
っぎ せう わ だい どうせう い もん

次に昭和二年と大正十五年とは問題と形式が大同小異で御座いますから大正十五年の問
た くママラい

題 の一部をか＼げて参考に致 します。

各府立 中學校入學試験 問題

O國 語 科

(一)左 ノ語ニハ ドウイフ意味ガフクマレテヰルカ、二十字以内デ次 ノ答ノ トコロニ書キ入レナ

サイ。

あなたは、本町の角の大きな時計店の主人を知つてゐますか。あの人があれだけの資産家にな

るについては、一つの美談があります。明治初年に初めて小さな時計屋を開いたのですが、正

直だといふので、信用は高まるし、店は次第に盛になる。数年の後には相當の資本が出來たか

ら、スイスの商人と契約して、時計の輸入を始めた。或時向ふから送つて來た時計の数をしら

べてみると、註文 したのより一個だけ多いのを畿見 したので、早速其の事を通知 した。此の一

事が向ふの商人を深く感動させたのです。それからといふものは、向ふの商人はあの人をすつ

か り信用 して、いろΣ』便宜をはかつてくれるや うになつた。 これが今 日の成功の本だといひ

ます。

答

(二)左 ノ文中 ヲツケテアル トコロノ意味ヲオ書キナサイ。

ピツ トは病弱の身を以て能く國難に當り、一意國民の愛國心を鼓舞 し、名將勇卒を國外に送つ
くママラ

て、荒狂ふ獅子のや うなナレポオンを打破ることに力めた。ネル ソンが トラフアルガーの海戦

に、ナポレオンの大艦隊を全滅させたのも此の頃である。惜しいかな天は齢をかさず、四十七
くママ　

歳を一期 として、此の天才政治家は世を去つた。當時まだナポレオンの勢が 盛 で、病床にあ

るピツ トは少からず國家の前途を憂へながらたふれた。

(三)左 ノ文字ノ上力下カニー字ヲ加ヘテ熟語ヲオ作 リナサイ。

1記2紀3歎4歓5倹

6検7仕8任9苦10若

(四)左 ノ文中片假名デ書イテアルコトバニ適當スル漢字ヲ次ノ答 ノトコロニオ書キナサイ。

春は梅の花のサ く頃から、既にミツバチがクワツ ドウをカイシする。ツマいてナの花が さき、
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創価教育 第4号

蓮華草がさく頃になると、はちは寸時も休まず、花から花をたつねて働くから、みつが集箱の

巣にあふれる程たまる。そこで此のジセツには、集箱の上に縫箱 といふものを∠せる。縫箱は

みつをタクハへさせるためのもので、其のコウザウは集箱 とほとんど同じである。飼養者は時

機を見て、此の縫箱からみつをとる。

答

サ く ミ ツ バ チ

クワツ ドウ カ イ シ

ツ ＼rい て ナ

ジ セ ツ ノ せ る

タ ク ハ へ コ ウ ザ ウ

0綴 方 我が札

0算 術 科

第 一 問

次ノ計算 ヲシナサイ。

(1)暑+号+吉

(4)7÷ ×2指

(7)8.675×67.08

(9)6,5糎 平方 ノ面 積 ハ 幾 平 方 糎 力 。

第 二 間

次 ノ 問題 ヲ解 キ ナ サ イ。

(2)5・ 毒 一37音

(5)6÷ 号÷,去

(8)4,375÷17,5

(10)5立 方 米 ハ 幾 立 方 糎 力 。

(3)〔2i・ii〕 ×9

(6)〔 影 ・56〕×告

くママラ

(1)半 径5糎 ノ圓 ノ 中 二 圖 ノ如 キ三 角形(店 邊9糎,高 サ6糎)ガ アル 。

三角 形 ノ外 ノ部 分 ノ面積 ハ何 程 力。

(2)内 法 縦20糎,横15糎,深 サ16糎 ノ箱 ニ ー パ イ ニ 入 レタ 水 ハ 幾 リツ トル カ,又 其 ノ 目方 ハ 幾

妊 力。

くママラ

(3)額 面100圓 ノ株 券 ヲ120圓デ買入レ,此 ノ株カラ年一割五分ノ配當ガアル ト利廻リハ幾ラ

カ。

第 三 問

次ノ問題 ヲ解キナサイ。
くママラ

(1)甲 乙二人 デニ 目問 ノ旅 行 ヲナ シ ク 。 第一 日ノ費 用10,5圓 ハ 甲,第 二 日ノ費 用12.7圓 ハ 乙
くママラ

ガ出シタ。費用ハニ人デ等シク出ス トスレバ甲ハ乙 コ 何程渡セバヨイカ。

(2)甲 乙丙三人ノ持ツ裾 ・レ金冶 セテ16・64彫 甲ノ分ハ乙ノ分ノ1号倍デア・V・丙ノ分・・

乙 ノ分 ノiデ ア ル 。 三 人 ノ所 持 金 ハ 各 幾 ラカ。
5

(3)或 人所持金ノ中15圓 ヲ使ツテカ磯 リノ÷ヲNS,次 二又其ノ残 リノ昔ヲ費シ(ヲ マダ6
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』(2)

圓残ツタ。初メ幾圓持ツテ居タカ。

(4)買 贋1.25圓 ノ品二其ノニ割ダケ高ク定償ヲツケテ定債ノ8掛 デ費ル ト幾ラノ盆力又ハ損力。

O歴 史 科

(一)「王政古に復る」 といふ事はどういふ事かそのわけを書きなさい。

(二)難 波、近江、奈良、京都、東京に都をさだめられた各天皇の御名を書きなさい。

(三)戦 國時代の末京都の大いに衰へて居た時に大義に通 じよく忠節をいた した人々の名四人を

書きなさ 〔い。〕

O理 科(其 ノー)
くママラ くママラ

(一)次 のい もは 、 し よ く ぷ つ の葉 、 くき、 技 、根 の どれ に あた ります か 。

(イ)さ っ ま い も(ロ)じ や が い も(ハ)さ とい も

くママ　 くママラ

(二)次 の植物の花粉は、何にはこ ぼ れてめしべの先につ さ ますか。

(イ)ま っ(口)あ ぶ らな(ハ)つ ㌧じ(二)く は

(三)は ちとくもの違ふところを五っおかきなさい。

(四)火 成岩の例を二つ、水成岩の例を三っおあげなさい。

(五)食 物を消化する液(人 膣から出る)を 五つおかきなさい。

(其 ノ ニ)

(ホ)き り

(一)同 じ重さの甲乙二つの球があつて、甲は水に沈み、乙は浮ぶ時、其のかさは、どちらが大

ですか。

(二)試 験管に水を入れ、上部を熱 しても下部は熟くならないが、下部を熱すれば上部まで熱 く

なる。そのわけをおかきなさい。

(三)次 の物は、何からどうして作 られますか。

(イ)ア ルコール(ロ)石 灰

(四)い わ うがもえると、何が出來ますか。

出來たものは、何に用ひ られますか。

(五)赤 色の しけん紙を青色にかへるものS名 二つと、青色のしけん紙を赤色にかへるものN名

二っとをおかきなさい。

各府立高等女學校

O國 語 科(六 十分)

第一問 次の文中片假名の部分を漢字にお直しなさい。

一、シヤクワイのキリツを尊び、コウシユウのヱイセイを重んずるや うにコ、ロガけよ。

二、テイシヤジヤウ前には高きタテモノ タチナラび、街路には馬車のワウライ シゲし。

第二間 次の句又は文の意味をお書きなさい。

一、戦況を目撃す る。 二、法をまげる。

三、きもを冷す。 四、玉はいつまでも塵の中にうつもれてゐない。

くマの

五 。 旅 順 の後方 の 山 々 は 、一 と して 我 が 同胞 の血 をそ ㌧ぎ し地 な ら ざ るは な し。
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第三問 孔子は正義の念強き人なりき。其の言に曰く、「富貴は人の希ふ所な り。然れ ども正しき

道によるに非ざれば、落之に居 らず。貧賎は人のい とふ所な り。然れ ども正 しき道によるに非

ざれば、裁之を去らず。」と。

右の文を讃んで、次の間にお答へなさい。

一、(1)の 「之に」は何を指すか。

二、(2)の 「之を」は何を指すか。

三、孔子は何を希はれたか。

第四間 次の文に誤があつたら、どんなのでも皆お直しなさい。(答 は其の右にお書きなさい)

一、機械各部の講造を精蜜に敷察する。

二、外國人は租界といふ持別の匪域内に任んでゐる。

三、北海道ならでは見られる光景である。

四、日はまだ西へ傾いて、見物の人々は歌々醤 り治める。

第五問

日 本 三 景

緑 した ㌻る山を後に

波にた ゴよふ朱の廻廊、

わたつみの宮それかあらぬか。

みぎはの燈籠皆火をともして、

夜の宮島さらに美 し。

與謝の浦波遠 く績ける

中をかぎりて浮かぶ松原、

天の通路絶えしは何時か。

かゴやく日影 に神の代おぼえて、

朝の橋立殊にめでたし。

松のあらしはさ』やきあひて、

海にちりぼふ五百島 ・千島、

如何なる絆のなしし巧ぞ。

くしきながめは見る間に攣 りて、
くママラ

雨 の松 島い よ ＼ 珍 し。
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』(2)

右の文を讃んで、次の間にお答へなさい。

日本 三景 はそれ ぞれ 何 時の な

がめが殊 によいか。

そ の殊 に よい なが め といふ の

は特 に どん な黒占がす ぐれ てゐ

るか。

日本 三景 のそ れぞ れ のお もむ

き を何 にた とへ て ほめた らよ

いでせ うか。

宮 島

橋 立

松 島

第六間 次の語句を組合せて、各題一つづつの短かい文をお作 りなさい。

一
、母 春 二、幸幅 必ずしも 三、國家 促す

O算 術 科(六 十分)

くママラ

注 意(1)ト(2)ト ハ 運 算 ト答,(3以 下 ハ 式 ト答 ヲ 書 キナ サ イ 。

(1)342.48÷25.6ヲ 小敷 二位 マ デ 計 算 シテ,残 リモ 書 キ ナ サイ 。

(2)次 ノ式 ノ計 算 ヲシ ナ サイ 。

〔54-3含〕×孟 ÷3÷ α35〕÷i号

(3)縦8間,横7間 ノ矩形ガアル,コ レト其ノ周園ノ長サガ等シイ正方形ノ面積ハ幾坪力。

(4) 一
(イ)(ロ)(ハ)(二)

くママラ

上ノ 國 ノ各黒占ノ間ハ長サガ等シイ。

(イ)ニ ハ學校ガアル,(ロ)ニ ハ郵便局ガアル,(ハ)ニ ハ花子ノ家ガアル,(二)ニ ハ春

子ノ家ガアル,花 子ノ家カラ郵便局マデハ750米 アル トス レバ,

一,學 校カラ郵便局マデハ幾米アルカ。

二,學 校カラ花子ノ家マデハ幾米アルカ。

三,春 子ノ家カラ郵便局マデハ幾米アルカ。

(5)甲 地カラ乙地マデハ16粁,乙 地カラ丙地マデハ14粁 アル,甲 地ヲ午前8時半二出テ乙地ヲ経
くマの

テ丙地二行クニ,乙 地デ40分 休ンデ丙地ニハ午後2時10分 二 著 カウ トスルニハ,乙 地ヘハ何
くママラ

時二 著 カネバナラヌカ。
　ママ　

(6)甲 ハ95圓,乙 ハ65圓 持 ツテ 居 ツ タガ,其 後 甲ハ23圓 費 シ,乙 ハ25圓 他 カ ラ 貫 ツ タ。 今 此

二 人 ガ 同 ジ金 高 ヲ持 ツ ヤ ウ ニ スル ニ ハ,誰 カ ラ誰 二 幾 ラヤ ラネ バ ナ ラヌ カ 。

(7)内 法 直 そ璽96糎,深 サ1米 ノ圓筒 形 ノ器 ニー パ イ ニ入 レ タ水 ノ 目方 ハ 幾 キ ロ グ ラム カ。

くママラ

(8)或 仕 事 ヲス ル ニ 甲一 人 デハ10日 カ カ リ,甲 乙二 人 デハ6日 カ カル,此 ノ仕 事 ヲ 甲ガ8日 ダ

ケ シテ 残 リヲ 乙ガ シ タ,乙 ハ 幾 日働 イ タカ 。

((ママ9))8時20分 間 二2031哩 進 ム 汽 車バ ー 時 間 二何 哩 行 クカ 。
3

くママラ

(10原 憤25圓 ノ洋服二其ノニ割ダケ高ク定慣ヲ附ケテ定債ノニ割引二費ル ト,幾 ラノ盆力
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又ハ損力。又コノ損盆ノ原債二封スル歩合イクラカ。

○歴 史 科(時 間三十分)

(一)左 のおの 』峯にっいて、その人 と歴史關係の深い人を一人つつ括弧の中に書き入れなさい。

和 氣 清 麻 呂()上 杉 謙 信()

藤 原 時 平()平 敦 盛()

中 大 兄 皇 子()

(二)左 の事柄を時代順にならべなさい。

武家政治の始 安政の大獄 建武の中興 關原の戦 憲法装布

佛教の傳來 院政の始

(三)本 居宣長について左の問に答へなさい。

(イ)ど この人ですか

(ロ)誰 の弟子ですか。

(ハ)ど んな學問をしま したか。

(二)何 といふ本を著 しましたか。

(ホ)櫻 の花についてどんな歌をっくりましたか。

(四)左 の文に事實の誤があったらなほしなさい。

大石良雄は廣島の藩主淺野長矩の臣なり。長矩大阪城中にて吉良義央にのΣしられ憤にたへず

して義央を傷つけしため、幕府は長矩に切腹を命じ、その領地をも取 り上げた り。良雄之を聞

きて大いになげき、主家の再興を謀 りしも成 らざりしかば、寛水十五年の夏同志の士四十三人

と共に義央の邸を襲ひて、主の讐を復せ り。

o理 科

(一)っ ばめを取つていけないといふわけをお書きなさい。

(二)次 のものの食用になる部分は何ですか。

(イ)稻 のみ。(口)た けのこ。(ハ)栗 のみ。(二)わ らび。

(ホ)お にゆ りのたま。

(三)次 のものは人骨豊のどこにありますか。
くママ　

(イ)せ き す ゐ。(ロ)か ん ざ う。(ハ)し ん ざ う。(二)な う。

(ホ)は い。

(四)で ん じ しや くに電 流 を通 ず る と、 ど うな ります か。 又 電 流 をた つ と、 ど うな りま す か。

(五)次 の もの は紙 又 は毛 織 物 に どん な働 を します か。

(イ)り うさん。(ロ)せ うさん 。(ハ)か せ い ソー ダ。

武藏高等學校尋常科

O理 解力問題

(一)次 の文の 側に漢字を入れよ。

汽車は山や谷の間を 「 」よく進んで行き、つひに 「
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_」 された風景は、其の 「 」た うてい言語には 「 」べ蓋くされない。

(二)次 の文に假名の誤あらば其の右側に正しき假名を書け。

こうして私は其の理由をいろ＼＼と考へてみた。 しかし、どうしても、そ うゆうはずはない

だろうとしか思われなかつた。

(三)次 の文の意味を書け。

努力の効果空しからず して、宿志の果さる ＼も近きにあらんとす。其の喜知るべきなり。

(四)次 の文の意味を書け。

敵の艦列忽ち齪れて、勝敗の敷は既に定まれ り。敵將、今は逃れぬところと覧悟 したりけん、
くママ　

其の艦隊を畢 け て降服せ り。

(五)次 の文に事實の誤あらば正せ。

豊臣秀吉は美濃の貧 しき商家に生れ、信長死して後、城を京都に築き、又新に皇居を造 りた

てまっ り、慮仁の齪後三百年間齪れたる目本國中を平定し ・更に進んで徳川家康 ・加藤i清正

を先手として朝鮮を征伐せ り。

(六)次 の文の 側に適當なる文字を入れよ。

安政の假條約は、 が、 。

OOO

の五國 と結んだのである。

(七)北 海道の主なる港を三っ學げよ。

(八)次 の文に事實の誤あ らば正せ。
くマの

旅 客 が京 都 か らフ ラ ンス に 行 くに は 、神 戸 で 汽 船 に乗 り 。 天津 ・上海 ・香 港 を 経 、ハ ワイ

に 寄 り、 印度 を過 ぎ、 ア フ リカ の 南端 を ま は り、 マ ル セ ー ユ に 上 陸す るの で あ る。

(九)次 の文 に事 實 の誤 あ らば 正 せ 。

日本 列 島 の火 山脈 は、 皆 列 島 を縦 に 走 る 山系 を横 ぎ り、 其 の 火 山は 、火 口か ら常 に煙 を 出 し

て 居 る。 此 の煙 は 、 あ り う さん が す とた ん さ ん がす とか らで き て居 る。

(十)光 の くつ せ つ とは如 何 な る こ とか。

O計 算 力 問 題

(1)次 の 八 つ の分 敷 の うち二 分 の一 よ り小 な る も の を合 計 せ よ。

3657991311

1011121517202330

(2)大 小二敷の和は30に して大敷は小敷の七割五分よりは5.5大 なりといふ,大 敷を問ふ。
くママラ

(3)封 じたる手 敷 の郵便料は目方四匁又は其のはしたにつき3銭なり,十 匁のもの三本 と七

匁のもの幾本かとにて郵便料51銭 を彿へ り,七 匁のもの幾本か。

(4)某 騨にて第一回上り電車は午前五時四十五分に獲す,上 り電車はその後二十五分毎に獲す

るものとすれば午後九時二十一分に此騨へ來る人は何分待ちて第何回目の上り電車に乗るか。

(5)或 る人甲地より乙地へ行 くに初 日には全距離の八分の三よりも五粁多く行き第二日には全

距離の七分の四よりも一粁多く行きて乙地に達せ り爾地間の距離如何。
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くママラ

(6)内 法縦五寸五分横二寸七分深 さ一寸三分二厘の箱十一個の容積をリツ トルにて表はせ
くママラ

(7)四 捨五入の結果5と なる敷は四捨五入の結果2と なる敷よりも何程大なるか其の範園問ふ

(8)或 る人北側と西側 とが道路に沿へる矩形の土地を一坪につき15圓 にて買取 りた り北側は12

間にして西側は28間 な り北西隅の部分北側5問酉側4間 の矩形の土地を一坪につき25圓にて費

り之に績 く北側の部分間 口7間奥行12間 の矩形の土地を一坪につき20圓 にて責 り更に南東隅

の部分南側4問東側16間 の三角形の土地を隣地の小學校に寄附 した り然 らば現在持てる残る

土地は結局一坪につき何程 にて貿取りたることに當るか。

0観 察力問題

花陶岩を示し、
くママラ

(一)こ の岩石はいくつのちがつた部分(磧 物)か らで さ てゐますか。
くママラ

(二)各 部分のちがひをできるだけく ば しく観察 して書きなさい。

(注意)岩 石や破物の名は書 くに及びません。

麻 布 中 學 校

0國 語 科

(一)解 繹

(イ)寂 蓼の域を脱しない。(口)非 凡の才。

(ハ)言 々悉 く赤心より出づ。(二)ひ ねもす歌ふ。

(ホ)大 聖の面 目をうか ゴふを得べし。

(二)讃 方

(イ)輔 弼(ロ)促 す(ハ)會 得(二)暗 礁(ホ)市 匪井然

(三)(甲)ハ 片假名二漢字ヲアテ(乙)ハ 誤ヲナホセ。

(甲)此 のキカイはカカクも安く其の上 トリアツカヒも塾 めてカンタンである。

(乙)道 筋に杉を植へたことがあるとゆ うような話も残つている。

O算 術 科

(1)量 ÷8号 ×〔3-1書〕ヲ計算シナサイ・

(2)父 ト子 トア リ,現 今 ノ年齢ノ和ハ70歳 デアル,5年 前ニハ父ノ歳ハ子ノ歳ノ3倍デアツタ,

現今ノ父子ノ年齢ハ各々幾歳力。
くママラ

(3)眞 鍮ノ重サバ同ジ農積ノ水ノ重サノ8,4倍 テ アル ト,長 サガ1米デ太サガ5糎 ノ眞ノ圓イ

棒ノ重サバ何竜力。但シ太サ トハ棒ノ切 リロノ直裡 ノコトデアル,又 水1立方糎ノ重サバ1瓦

デアル。

(4)或 ル仕事ヲスルニ甲一人デハ12目 力 ＼リ乙一人デハ18日 カカル,此 ノ仕事ヲ甲ガ8日 ダケシ

テ残リヲ乙ガシタ,乙 ハ幾 日働イタカ。

(5)定 債50圓 ノ品ヲ其ノ1割2分 引キデ責レバ4圓 ノ利盆ガアル,原 償ハ何程力。
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三輪 田高等女學校

O國 語 科(一 時間)

(一)左 の文をよんで次の間にお答へなさい。

ニユー トンは常に未知の世界の廣大なるを思ひて、「我は海岸に立てる少年の如し。わつかに

珍 らしき貝、美 しき小石などを拾ひ得たるのみ。眞理のきはま りなき大洋は、未だ研究せ ら

れずして我が面前に横たはれ り。」と言ひた り。

(イ)珍 らしき貝、美 しき小石 といふのは、何をさしてゐるのですか。

(ロ)眞 理のきはまりなき大洋 とは、何をさしてゐるのですか。

(二)(イ)「 我國の文學上に不滅の光を放つ」といふのはどういふことですか。

(ロ)「あたらっぼみの花をちらす」といふのは何をたとへたのですか。

(ハ)「新聞の編輯」とは、どんな仕事をいふのですか。

(三)左 の語を用ひて各短文をおっくりなさい。

(イ)(抱 負、 憤然、 更に)

(ロ)(ゆ きなやむ、 開襲、 活氣を呈す)

(ハ)(歴 史を飾る、 兼備)

(四)左 の文をよんでまちがひがあったら取り出しておなほしなさい。

(イ)平 時に於て事攣に慮するの道を畳悟し置かば、時にのぞみて見苦しき行をなすことあらん。

(口)家 康、勝商をして信長に見えて長篠城の急をつぐ。

(五)左 の文のかたかなの ところを漢字におなほしなさい。

(イ)劉 備死するにノゾみて後事を孔明にタクし、一切をアゲてイのままに行はしむ。

(ロ)獲 動機のバクオンが盛にヒビいて大東號は我を待つてゐる。大島君がサウジユウ席から

「オソかつたね。早 く乗 り給へ」といかにも落付いたタイ ドで言ふ。
くママラ

遷 算 術 科(一 時 間)

注意 一 番 ハ 運 算 ト答,二,三,四,五 番 ハ 式,運 算,答 ヲカ キナ サ イ 。

(1)〔 多7・ ・1・25〕÷ 〔18・1-・券 ・9〕

(2)姉 妹三人栗拾ヒニ行キタリ,長 子ノ拾ヒタル敷 ト次子ノ拾 ヒタル数 トノ和ハ160個,次 子 ト

末子ノ拾 ヒタル和ハ104個 ニシテ末子ハ次子 ヨリ16個少シ ト,各 何個ヅツ拾 ヒタルカ。

(3)某 校ニテ生徒487人 二種痘ヲナシタルニ其人敷ハ全校生徒数ノ0.63ヨ リ80人少シ ト全校生

徒敷ヲ問フ。

(4)鯨 尺2丈9尺7寸 ノ反物ヲ以テ姉妹二人ノ衣服ヲツクラントスルニ・其割合ヲ2ト1ト ノ如クナサ

ントス,各 何米ヅツナルカ。

(5)甲 乙二人アリ,甲 ハ750圓 ヲ有シ,乙 ハ若干圓ヲ有セ リ,而 シテ甲ハ其⊥ヲ乙二與へ,次
3

二乙ハ貰ヒシ後ノ所持金ノ9ヲ 甲二與一タルヲ以テ甲ノ所持金ハ6咽 トナレリ,初 メ乙ノ

所持金何程力。
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三 入學試験慶止の運動と文部省の訓令
せ う わき お く

また記憶に新らしい事では御座いますが、昭和二年の秋からかけて昭和三年の春まで、各地の

大新聞は箪奪箪緩!天箏識駿難について、試験地獄と言ふ大太鼓で、毎日SS天 下の事件は只此れ
ばか

許 りであると言つた調子で、書き立てました。各新聞 としては試験を如何にか合理的にしたい、
らんだはい し

出來得べ くんば癒止したい(素 人考へであつて癒止は出來ない)と 思つて警鐘を齪打したっもり

でありました らう。 しかし其の結果は。
(ママ
1)、 訣 駿 を す る こ とは 曲事 で あ る。

2、 試験準備は曲事である。(小 學校の受験準備 と家庭の受験準備と混同せり。)

と言ふ二っの誤つた思想を植 えつけてしまひました。其して此の檬な新聞の太鼓に引きづられ

た民衆の思想は、試験 と言[ふ]も のは暮程すべきでないのに存在して居る、一 日も早 く試験を癒

止 しなくてはならないと言ふ方面に動いて参 りました。
かふかくしんぶん

各新聞には試験悲劇が次から、次へ と掲げられ、尤もらしい局長 さん課長さん、校長さん、方
へ 　 へ たい ど

の 「お話 し」が姑が嫁の鉄黒占を探す様な態度で試験の醜い方面丈を数え上げました。 されば此の

時代の民心は深くも考へないで此の風潮にのせ られて、試験の療止を叫んだので御座います。訣

黒占があれば嫁はどんなににでも叢 り代へる事は出來ますが、慧手の存在して居る限り、どんな嫁

でも嫁なしにしておくことは姑には出來得ない事で御座いませ う。其れを出來ると誤算して、此
もん ぶだいじんみつの れん た らうししゆつげん

の誤算が行政上の事實 として 出 現することを切望致 しました。時の文部大臣水野練太郎氏は此
やまざきせいむ じくわんし ゐ

の風潮 を民心の向ふ所 と思惟 し、何か一功名をと考へて居た山崎政務次官 は時こそ來れ と此の

問題の解瑛にカこぶを入れたので御座います。併 し研究して見ると療止は不可能であると氣がつ

きました。けれ ども此の民心を新にし易1窮うを牧むるにはどうしても何等かの努讐を講 じなくて
あたか

はなりません。時に恰 も注文した檬に市立一中が前章の様に表面的に試験をしない實例をもつ
じつれい かへり

て居 り、府立の八中が小學校成績に重きを置く實例を有 して居 りました。今まで省 みられなか
くママ　

つた小學校の内 中 書にと氣のついたのは尤もな話で御座います。 けれども此れは大きい誤算で
だんばつ

御座いました。東京市五十萬の女全部が断髪で御座いましたなら、断髪は決して珍らしいもので
ゆゑまん

はありませんが、五十萬の中百人が断髪でちゴれ毛にして居 りますが故に、此の百人が超モダン
てん

式に見ゆるのであります。此の黒占が考へ所で御座います。ちゴれ毛其れ自膿と、日本髪 との観賞

美的債値の問題ではなく、ちゴれ毛にする道具なり美容師なりの償値が五十人中百人の場合と五
てん ち うんでい

十萬人中四十九萬九千九百人の場合 とでは、天地雲泥の差が御座います。全中等學校が小學校成
せいせき

績を以つて入學を許す場合 と、一中等學校が小學校成績で入學を許す場合とでは、事實其の成績

蓄 の債値に莫大の箱(蓬)ゐが御座いま洗 事いやしくも教育の事に關する以上、箋の道具や美馨
し そ

師と日を同じうして語ることを許しません。其の一品、一人にでも不正 と邪悪とを許すことは出

來ないので御座いま一九 此の様に民,心の誤算の上に行薦 の誤算が加一られて次の檬な絡 が日召
はつ

和二年十一月二十二 日に獲せ ら 〔れ〕たので御座います。
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團 文部省訓令第十九號

北 海 道 磨 府 縣

今般文部省令第二十六號ヲ以テ中學校令施行規則中二改正ヲ加ヘタリ左二其ノ旨要ヲ學ケ且實施

上注意スヘキ事項ノ大要ヲ示サン。
くママラ くママラ

現行制度二於テ へ 中學校第一學年 人 學志願者ノ数入學セシムヘキ人員ヲ超過スル場合ニハ
くママラ

試験二依 リ デ 入學者 ヲ選抜スヘキコトヲ規定シ其 ノ他 ノ中等學校二於テモ多クハ學則等ヲ以

テ同様ノ規定設ケ多年ノ間入學者選抜試験ヲ實施シ來 リタレトモ之二伴フ弊入學ノ場合二於テ最

モ然 リトス抑 々小學校教育ハ見童二封シ道徳教育及國民教育ノ基礎ヲ授クル ト共二其ノ身骨豊ノ獲

くママラ

達二深ク留意スヘキハ多言 ヲ要セス然ルニ其ノ卒業 ノ後 中等學校二入學セン トスル者 ル 観ル

ニ小學校在學中ヨリ只管之力準備二没頭シ知ラス識ラスノ間二其ノ心身ノ襲達二悪影響ヲ及ホス

ハ國民ノ將來二封シ洵二寒心二勝ヘサルナリ加之コレカ爲二國民教育精神二背戻シ小學校教育ノ

本旨ヲ没却スルニ至 リテハ最モ深 ク憂フヘキ所ナ リ入學試験二伴フ弊害前述ノ如シ トセハ其ノ制
くママラ

度二封シ 政 正ヲ加フルハ刻下ノ急務ナリトス。
くママラ

今回ノ 政 正ハ 中等學校ノ入學者 ヲ選抜スルニ從來ノ如キ試験ハ之ヲ行ハサル コトヲ以テ本骨豊

トシ中學校令施行規則第四十三條 ノニヲ削除セ リ而シテ之力選抜二當リテハ主 トシテ出身小學校

二於ケル成績等二擦 リ更二人物考査並身膣検査ヲ用ヒテ入學者 ヲ決定スヘキモノ トセ リ尚其ノ實

施 ノ細 目二至 リテハ別二示ス所アルヘク各學校二於テハ之二基キ學則等ノ改正ヲ行ヒ實施上遺憾

無キヲ期セシメラルヘシ尤モ其ノ示ス所ハ選抜方法二關スル準則ニシテ地方及學校ノ情況二依 リ

特別ノ必要アル場合二於テハ改正ノ本旨二反セサル限リ事情ヲ斜酌シ適當ナル選抜方法ヲ採ル ヲ

妨ケサルモノ トス。

又中等學校二於ケル教育ノ旨趣ヲ貫徹セシメントスルニハ生徒ヲシテー意專心所定ノ課程ヲ學習

セシメサルヘカラサルニモ拘ラス從來學期及學年ノ試験ヲ實施スルカ爲二動モスレハ生徒ヲシテ

ー二試験ノ爲二勉學セシムルカ如キ弊モ少シ トセス依テ自今生徒ノ成績ハ平素ノ修學二重キヲ置

キテ之ヲ考査シ又之二依リテ修了若ハ卒業ヲ定メー層 自學 自考ノ氣風ヲ養成セシムル 旨趣ヲ以テ

中學校令施行規則第四十七條ヲ改正セ リ。

高等學校、專門學校、實業專門學校等ノ入學者選抜方法二關シテハ中等學校 ト多少其ノ趣ヲ異ニ

ス其ノ志願者 ノ年齢相當二長シタルコト、其ノ出身學校全國二互ルコト、其ノ出身學校ノ種類等

ノ必スシモー致セサルコ ト等ノ事情二鑑 ミ或度マテ選抜試験ヲ行フノ必要ヲ認ムル ト共二志願者
くママラ

ノ出身學校二於ケル成績等 ヲ重ンシ之ヲ選抜試験ノ成 績 ト封照シ之ヲ以テ入學者選抜ノ基準

トセ リ又其ノ學期及學年ノ試験二就キテモ中等學校ノ場合 ト事情ヲ異ニスルヲ以テー般二之ヲ禁

止セサルコトトセリ。

今回改正ノ旨趣右二述フルカ如キヲ以テ教育當事者タル者宜シク協心鐵力シテ實敷ヲ牧メンコト

ヲ期スヘク而シテ之力爲ニハ學校當事者ハ嚴正公平情實二捉ハルル コトナク監督ノ局ニアル者亦

克ク此ノ旨趣ヲ諒シ學校當事者 ヲシテ其ノ職責ヲ完ウセシムルニ於テ遣憾ナキヲ期セラルヘシ
くマ マ ラ

日召禾口年二十一.月二十二日

文部大臣 水 野 練 太 郎
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右を大別致しますれば

第一段 目的指示

第二段 中等學校入學試験の弊害の大なることの言明

第三駿 受験準備の弊害として見童心身内への悪影響と小學校教育の本旨の没却

第四段(主 眼)中 學校令施行規則 ・第四十三條の二削除と選抜法(小 學校の内申と人物考査

身髄検査によること)

第五段 中學校に於ける學期學年試験の癌止

第六段 高等學校專門學校實業專門學校の入學試験規定

第七殺 旨趣の徹底に封する訓令
の めいし くママラ

第四段に述べてあります様に此の訓令で選抜方法が明示 されたので御座います。

此庭に始めて、籔ケ月の紛糾を重ねて素た入學試験にある種の募誹が立つたと申す もので、事
ねん ど い ご

實として昭和三年度以後の試験に現はれて参 りま したので御座います。

四 新制度の試験と昭和四年の入學試験問題

前節の訓令の第四段に

1、 小學校長の内申書

2、 人物考査

3、 身膿検査
このぎや うにうがく

の三手段によつて入學を許可せ よと明示してあります。此 行 に於いて昭和三年度 には、小學

校長の内申書によるか人物考査によるか問題になつたので御座います。内申書をどう取 り扱ふか
くママラ しめもん ぶ しやうがはくママラい

又人物考査をどうす るかと言ふ細 目 になります と、文部 省 側では 「訓令は一般のよ リ 所を示
い たいへんまよ

した試験をしてはいけない」と言ふ莫然 とした話で中等學校側も大攣迷つてしまひました。其の

結果

1、 小學校長側の内申を尊敬して入學を許可する學校

2、 人物考査を口間口答にして其の人物の考査を主 として入學を許可する學校

3、 前二項を併用して許可する學校

と言つた檬な三種類の識験が行はれました。策寮 窩奪璽緩蓋藏窩奪単緩府笠一中四串六中邊
くママラ

では小學校長の内申書が意味をなさなかつ か 様で御座いますが、 しかし大膣は文部省の訓令に、
ちうじゆん いうしうせいせんぱっはふ

出來得 る限 り忠 順 であつた檬に思はれます。 しかし、前にも申しました通 り優秀生選抜法 とし

て不完全な此の選抜法は、面白くない結果を中等學校にもたらしました。其の上に實際の問題 と
こ い くわん ぱ いた

なつて見ます と、小學校長の内申書に 「故意の内申書が多い」と言ふことを中等學校側で観 破致

しました。内申書によらないと致 します と、口間口答式の人物考査で御座いますから不完全な選
けつ くわ

抜法で御座いまして、思ふ様な結果を得 られないのは明らかで御座います。其れに試験地獄に代

はるに讐 賛亀嶽 と言ふ聲が一般の中に生れ参 りましたので昭和四年になりますと、そろそろ脱
けいしき きうせい

法行爲的に内實は蕾制の試験で形式は新制 と言ふ試験傾向になつて参 りました。其の檬式は菖制
ど

度の試験をした所では試験と言ひませんで、
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「筆 問 筆 答」

と申しました。又薔制度の試験をしたいが文部省に悪いと言ふ學校では、

「口 間 筆 答」
ふ くわんぜん だ いちけうしっ

と言ふ不 完 全な試験法を編み出しました。此れは六十人程を一教室に入れておいて一教師が
わた ご ざ を もんだい

問題を刷つて渡す代 りに讃むので御座います。昔の試験 とは確かに攣つて居 ります。問題を讃ん

でやる所 と刷つてやる所丈は。
そ べんかい

しかし其れでは文部省に封して辮解がた ＼んと思つたのでありませ うか。大抵は、

「ロ 問 ロ 答」

と申しま して一人宛糧》な質問をす る磐香が一蔀としてつ(響 こなはれたので御座います。昭和

四年度に口間口答のみによつた學校は一二校より御座いません。府立の第六高等女學校は内申書
かうさ ふ くわんぜん

と極 く簡輩な口間口答 とによつたので御座いますが其の考査が不 完 全なものであつた爲でした

のでせ うか、次の様な滑稽な事を、眞面 目に考へて居る人に二人三人出遇った事が御座います。
むすめ と

「私の所の娘 は飛越台を飛べませんでしたので落第致 しました」と。
ま ちが

随分妙な間違ひも起つたもので御座います。
し けんもんだい

以上の様な傾向を試験問題 として次に示 します。

東 京高等學校(尋 常科)

團 ロ 問 筆 答

(算 術 科)

(1)或 敷ヲ0.99デ 割ツタ敷 ト或敷ノ1,01倍 トノ差ハ3デ アル或数ハイクラカ。

(2)金6000圓 ヲ1年半,年 利5分デ預ケ半年毎二利 ヲ元二繰入 レル時二得ル利息ヲ,輩 利法ニヨ

ツテ同期間同利率ニテ得ルニハ元金イクラニスベキカ,但 シ銭未満ハ四捨五入。
くママラ 　ママ　

(3)1027水 ヲ半径10Cmノ 圓筒形ノ器二入 レル ト深サバ何程ニナルカ,但 シCm未 滞ハ切捨

テ ヨ。

(4)半 径1mノ 圓 ト其ノ圓 ト同ジ周ヲモツ正方形ガアル圓ノ面積ハ正方形ノ面積ノ幾倍力。
くママラ

(5)甲 乙 ニ ツ ノ鐘 ガ アル 甲ハ12時 間毎 二,乙 ハ2.5時 間 毎 二 打 ツ,同 時 二 打 チ始 メ 甲 ガ50回 行

ツ 間二 乙ハ 何 回 打 ツ カ。

(6)甲 乙二 人 ガ周 園540mノ 競 走 場 ヲー 周 ス ル ニ 甲ハ1分48秒,乙 ハ2分15秒 ヲ要 ス,今 甲 乙 同時

二 同方 向 二 向ツ テ違 ツ タ所 ヨ リ出 畿 シ 同 時 二 甲 ハ 乙 ノ 出獲 黒占へ 。 乙ハ 甲ノ 出獲 黒占二達 シ タ 尚

績 イ テ 走 ル ナ ラバ 甲ハ 乙 二始 メ ヨ リ何 分 デ追 ヒ付 ク カ。

(参考)筆 答 二 要 スル 時 間 ハ正 味60分,1題10分 ノ割 合 ナ リ。問題 は二題 毎 に くぎ りをつ け答 案

を提 出 せ しむ。

(國 語)

(一)解 繹 。

(イ)花 ヲ催 ス 雨 。(ロ)彼 二 如 ク者 ナ シ。

(二)書 取 。
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(イ)イ ツパ ン。(ロ)コ ウ シ(コ ウジ)。(ハ)タ ダ チ ニ。(二)マ ウシ コ ム。

(三)誤 リヲ正 セ 。

(イ)暴 風 驚 報 。(ロ)雷 信 。(ハ)側 侯 所 。(二)汽 象 壼 。

(理 科)

(一)電 鈴 ノ略 圖 ヲ 書 キ其 ノ 鳴ル 理 由 ヲ書 ケ。

(二)銅 ノ鍋 、 鐡 ノバ ケ ツ ガ何 故 イ ケナ イ カ 。 又 ドウス レバ ヨイ カ 。

(國 史)

(一)橿 原 神 宮 ハ 何 山二 在 ル カ。

(二)誰 ガ祭 ラ レテ アル カ 。

(三)建 國 トハ 何 力 。

くママラ

(四)橿 原神宮二参詣スル ト何故昔ノ事 力 思 ヒ出サレルカ。

固 口 間 口 答

(一)オ 前ノ受験番號ハ。

(二)修 身(沈 勇)

(イ)自 分ガ此ノ場合二會ツタ トキ ドウスルカ。

(ロ)此 ノ人ノ名 ヲ言へ。

(ハ)コ ウ言フ人ハ何ノアル人 ト言 ヒマスカ。

(三)國 史(聖 徳太子)御 事蹟ヲ言へ。

(四)理 科(水 成岩)

(1)何 ウシテ出來タモノカ。(2)形 ヲ言へ。(3)種 類ヲ三ツ言へ。

(五)地 理 太平洋 ト日本海 トノ航海 ノ便否ヲ言へ。

東京府立第一中學校
くママ　

府立第一中學校では口問筆答による入學考査を十日に施行 しま した 、(時 間は六十分で一問

につき五分宛とし最後に十分間の整理時間を與へました。)

固 ロ 問 筆 答

くママラ

(一)東 東 か ら 「ハルビン」まで成 るべく鐡道線によりて旅行するには何線によりますか。

(二)徳 川光囲は何時頃の人で、其のした仕事を二っ書きなさい。

(三)鏡 に物が爲つて見える課を書きなさい。

(四)人 の髄温は普通何度位ですか、又それが夏も冬も攣らぬのは何故ですか。

(五)年 一割二分の配當のある五十圓佛込濟の株券一枚を五十五圓で買 うた人がある、其利廻は

何程ですか、式と答 とを書きなさい。

(六)絹 三反と木綿七反と同じ値段であるとき、各二反宛買うて合計四十圓を梯 うた、各一反の

値は何程ですか、式 と答とを書きなさい。

(七)甲 は百圓、乙は十七圓を持つて居るが、甲から乙へ何程を與へると甲乙等しくな りますか、

式 と答 とを書きなさい。
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(八)今 文章ヲニ度讃ムカラ其後デ成ルベク漢字デ其文章ヲ書イテ後其意味ヲ説明シナサイ。

せきせいをもつてことをなさばせいはいはとふにたらず。

(九)今 文章ヲー度讃ムカラニ度 目二讃ム トキニ成ルベク漢字デ其文章ヲ書キナサイ。

ていこくぎくわいのにんむは、はふ りつおよびよさんをぎていするにあり。

(一〇)日 の丸の旗 と云ふ題で文を作 りなさい。

東京府立第四中學校

一室平均三十名づ ＼入れて次の口間口答を行つた
。第四間か ら七問までの問題 中の敷は別紙に

認 めて置いて、口問と同時に示 した。一人の問答の時間は約五分乃至七分であった。

圏 口 問 ロ 答

第一問 昨年御即位式の行はれたのは何庭ですか。

京都は何天皇の時に都にな りましたか。

東京か ら京都に行く間の一番大きな都會は何庭ですか。

それは何縣にありますか。

その名古屋市にある一番有名な神社は何ですか。

第二間(花 闘岩を示して)

此の岩石は何といひますか。

此の岩石中黒いのは何ですか。

白い部分は何ですか。

第三問(ブ リキとトタン引きの鐡板を示して別々に)

これは何ですか。

これはどうして造つたものですか。

第四間 一邊が六米の正方形の面積は一邊が二米の正方形の面積の何倍ですか。

第五問 或書物の四分の一だけ讃んだが、まだ九十頁残つてゐます。何頁讃んだのでせ う。

第六間 兄弟二人 と母 と祖母との四人が一所にゐます。兄は十二歳で弟は九歳です。母の年齢は

兄弟のどちらでも割 り切れ祖母の年齢も亦兄弟の年のどちらでも割 り切れます。母と祖

母 とは何歳ですか。

第七問(圖 を示 し品物を指して 「此の目力を聞くのです」 と豫告 し)

天秤の左の皿に品物がのせてある右の皿に百五十瓦の分銅をのせると右がさがりました

[。]それから左の皿に五十瓦の分銅を足して見たら今度は左が さが りました。再び右の

皿へ十瓦の分銅を足 したら右がさが りました。此の品物は何瓦 と何瓦との問の重 さがあ

るのでせ う。

一324一



創価教育 第4号

150瓦

'0瓦

圏 ロ 問 筆 答

(一)秀 吉の話を讃み聞かせて其の大意 と所感 とを筆答せ しむ。

(二)「先生の御恩に就いてお書きなさい」に就き筆答せ しむ。

東 京府立第八 中學校

府立八中では國語、地理、歴史を含んだ筆問筆答を四十分、算術、理科を含んだ筆問筆答を四

十分行つた。

固 筆 問 筆 答

試験其の一(四 十分)

(一)次 の ○ の 中 に ア行 と ワ行 の假 名 を書 きな(警)い(τ マ)

ア ○ ウ ○ ○

ワ ○ ウ ○ ○

(二)次 の語の中の適當と思ふものを二字づ ＼組合せて熟語を四つ作 りなさい。

生、非、律、常、活、通、規、普

(三)次 の言葉はどう讃みますか、讃方を書きなさい。

危瞼、紹介、興味、警戒、濱邊、手傳、物語、番茶、達者、煙草

(四)次 の文の片假名の部分を漢字で()の 中に書きなさい。

あのセイネン()が 私のシツ()に はいる前、先づキモノ()の
くママラ

ほ こ りを バ ラ()、 ひ は い る とシ ヅ()か に戸 を しめ ま した 。 きれ い ず

き で 、 つ 》 しみ 深 い こ と は 、 そ れ で よ く分 りま し た 。 ダ ン ワ()の サ イ チ ユ ウ
くママラ

()に 一 人 の ラ ウ ジ ン()が は いつ て 來 ま した が 、 そ れ を見 る とす ぐ立

つ て 、 イ ス()を ゆづ りま した 。 人 に シ ンセ ツ()な こ とは これ で も知 れ

る と思 ひ ま した 。

(五)次 の言 葉 を一 つ づ ＼使 つ て五 つ の 短 文 を作 りな さい。

(イ)頗 る。(ロ)多 小 。(ハ)以 來 。(二)案 外 。(ホ)な が ら。

(六)皇 大 神 宮 には どな た をお まつ り して あ ります か 。
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(七)第 一代の天皇は何天皇 と申上げますか。

(八)仁 徳天皇の都は何庭でしたか。

(九)桓 武天皇の勅によつて蝦夷を征伐 した將軍は誰ですか。

(一〇)川 中島の戦は誰 と誰との職ですか。

(一一)徳 川光囲は何 といふ歴史の書物を書きましたか。

(一二)東 京に都が移つてから今年まで何年位になりますか。

(一三)憲 法の獲布 されたのは明治何年ですか。

(一四)明 治天皇の御代に於ける二大戦役 とは何 と何ですか。

(一五)次 の人を年代順にならべなさい。

菅原道眞、 徳川家康、 源頼朝、 藤源鎌足、 豊臣秀吉

(一六)日 本に富士山より高い山がありますか。

(一七)日 本の第一の輸出品は何ですか。

(一八)我 が國の大都市を六ツあげなさい。

(一九)日 本人は南米のどの國に一番多 くゐますか。

又其の國から何が一番多く産出されますか。

(二〇)次 の都市は何國の首府ですか、其の國名を下にお書きなさい。

(イ)わ しんとん。(ロ)ぱ り一。(ハ)ろ 一ま。

(ホ)べ るりん。

試験其の二(四 十分)

(1)0,18356÷0,706を 計算 しなさい。

(2)号 と・・24とは どち らが 大 きい カ・。

(3)10c皿 の10000倍 はi幾mか 。

(4)

5間

この 圖 の や うな地 所 は何 坪 か 。
2間5間

(二)う ん どん。

3間

く マ マ ラ

(5)今 日の午前9時19分 から明日の午後2時 半までは何時何分あるか。

(6)日 歩1銭2厘 とはどういふ意味か。

(7)一 邊が1mあ る正方形の周 と,直 径が1mあ る圓の周とはどちらがい くら長いか。

(8)學 校で生徒の齢 髄 をしたら全ge… 書は甲で舌 は乙磯 りは丙であった,丙 のものは全

骨豊の何分の何か。
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(9)往 復自動車賃5圓60銭,復 は往の6割 なるとき往賃金如何程か。

(1・)〔sg…75〕 ×9を 計 算 な さll・・

くママラ

(一一)電 氣を磨用したものにどんなものがあるかそれを五つかけ。
くママラ

(一二)ハ ナ ビを遠 くから見ると、あとから音が聞えるのは何故か。
くママラ

(一三)石 灰水にクダで呼氣をふきこむとどうなるか。
くママラ

(一四)人 の胸及び腹の中にある大切な器官の名をかけ。
くママラ

(一 五)カ ビ コの一 代 に攣 化 す る じゆ ん じ よ をか け。

府立高等學校尋常科

團 筆 問 筆 答

(一)こ れはSsyと ばかり花の吉野山といひ し古人の句我をあざむかず。

コノ 「文中我をあざむかず」 トイフノハ ドウイフワケ(意 味)デ スカ。

(二)一 島未だ去らざるに一島更にあらはれ水路極るが如くにしてまた島轄 じ海廻 りてその蓋く

る所を知 らず。

コノ文ヲ書イタ人ハ ドコデ ドンナ風ニシテコノ景色ヲ見テヰタノデセ ウカ。
くマめくママラ

(三 助左衛門はどう 〔に〕かして此等の人々を納得 させようと 熟 心に説いて廻つた。

助左衛門は此等の人々を納得させようと熱心に説いた。

コノニツノ文ハ意味ガ ドウイウ風二違ヒマスカ。

(四)横 濱 ト神戸 トハ外國貿易ノ上デ ドンナチガヒガアリマスカ。又ソノチガヒノアル ノハ ドウ

イフワケデスカ。
くママラ

(五)支 那ノ鐵道ハ大テイ南北二通ズル幹線が號達シテヰマスガ 。 ソレハ ドウイフワケデスカ。

(六)徳 川幕府ノ末頃二諸外國 ト結バ レタ通商條約ハ ドウイフモノデシタカ、又ソレハ後ニ ドン

ナニカハ リマシタカ。

(七)二 〇カラ四〇マデノ整敷ノ内デニノ)㌧ヲ割 リ切ル敷ハ何々デスカ。

(八)或 ル本ヲ讃ムノニ初 日二・・蠣 ノ号ヲ讃ミ次 日ニハ初 日ノ著ヲ諏 ダガ尚四二頁ダケ残ツ

タ、コノ本ハ何頁アリマスカ。

(九)五 萬分ノーノ地圖ノ上デー○ 「センチメー トル」アル距離ヲー時間一五里ノ速サノ汽車デ
くママラ

行ク ト何分力 、リマスカ 、(分 以下ハ四捨五入)

(十)赤 色ノガラス板 ヲ通シテ 白イ紙ヲ見ル ト赤ク見エルノハナゼデセウカ。

(十一)ね づみノ前歯ノ特徴 ヲ説明シナサイ。

武藏高等學校(尋 常科)

固 筆 問 筆 答

(計 算 力)(50分)

(1)毎 日一人ガ0.95リ ツ トルヅツ食ベル ト385人270日 分ノ糧食ガアル,コ レヲ105人デー人ガ毎
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』(2)

日1.1リ ツ トル ヅ ツ食 ベ ル ト幾 日分 アル カ。

(2)甲 乙丙 三 種 ノ茶 ガ アル 甲 ト乙 トノ債 ヲ平 均 スル ト1kg3圓62銭 トナ リ,甲 乙 丙 ノ償 ヲ平 均 ス

くママラ

ル ト1kg3圓 銭 トナル 丙1kgノ 債 ハ 幾 ラカ 。

(3)一 枚 ノ長 サ98c皿 アル 障子 紙 ヲ136枚 ツ ギ合 シ タ ラ全 禮 ノ長 サバ 幾 セ ン チ メー・トル トナ ル カ 。

ツ ギ メ ヲ0.45cmト シ テ計 算 セ ヨ。

(4)2圓15銭 二 責ル トー 割 四分 ノ損 ガ アル 品 ヲー割 八分 儲 ケテ 費 ル ニ ハ 費 債 ヲイ ク ラ ニ ス レバ ヨ

イ カ。

(5)或 人ガ財産ヲ3人 ノ子二分ケ・レノニ・次子ノ分ハ長子ノ分ノ号 トナ リ,末 子ノ分・・次子ノ

ヨ

7ト ナルヤウニシタラ,長 子ノ分ガ末子ノ分ヨリモ31200圓 多カツタ,三 人ノ分前ハ各何程力。

(6)1平 方米30圓 ノワリデ,160平 方米ノ住宅ヲ建テルツモリデ,其 ノ金ヲ用意シタ,建 テル迄

ニソノ金ノ内100圓 ヲ商人二貸シタガ返シテクレナカツタ残 リヲ銀行二預ケテ利息57圓 ヲ得タ,

此元利合計デ家ヲ建テタガ1平方米ニツキ25圓 シカイラナカツタカラ,初ノツモリヨリ14平方m

ダケ廣クシタ,イ クラ金ガ残ツタカ。

(観 察 力)三 十分

(一)こ の二粒の籾を大きく書いて其の各部を明に表 しなさい。(芽の出か ンた二種のもみを試験

管に入れて示す)

(二)こ の二粒の籾のどこがどんなに異つてゐるかを答へなさい。但色のちがひは答へるに及び

ません。

(理 解 力)(一 時間)

(一)左 の文中の を本字で書きなさい。
くママラ

着古した黒い地のしごとぎをほぐし で 見ると黒い糸糸が所々白くなつて居るので、黒と白のま

堂 な縣で織れば、きつと面白いもや うの織物ができるにちがひない とかんがへた。

(二)加 藤清正の進路 と、其主な地名 と 〔を〕入れた朝鮮の略圖を書きなさい。

(三)わ が國の川のよい黒占とわるい黒占とをのべなさい。

(四)信 長、秀吉、家康の皇室に封する尊敬ぶ りを比較しなさい。

(五)左 の文を正 しく直しなさい。

はまぐりには足が二本あり、くらげには六本あり、えびには十本ある。それだから動物の足は

皆偶藪である。

(六)左 の文を正しく直しなさい。

人が團禮をなして生活するにわ、誰も守らなければならない規則がある。國の規則 と法令 とい

くママラ

ふ。法令さへ守れば善人である。教室内の行儀iは法令には定めてない が らそれをよくしなく

ても悪人ではない。
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麻 布 中 學 校

固 ロ 問 筆 答

(一)「ほど∬ に心を蓋くす國民のカそやがて我がカなる」のわけを書きなさい。
くママラ

(二)次 の書 き取 りを な さい 、

(イ)メ イ ヨ。 ヒンカ ク。 オ ブ。 ソナ へ 。 ツ ウオ ウ。

(ロ)チ ヨ ウセ ン は冬 に な る とず ゐぶ ん寒 い が どの 家 も寒 さ を防 ぐに ツ ゴ ウよい や うに 出來 て

を ります 。

くママラ

(ハ)シ ヨクリンはウゑてさヘオけばネンネンふえて リソクが づ きます。

(三)12・頁の本を3日礪 もふと駒 て初日に蠣 〔の〕鉾 灘 次の日に棚 の号を讃ん

だ,3日 目は何頁讃まねばならぬか。

くママラ

(四)リ ンゴとナシが合せ で153あ る,そ の うちナシは リンゴの7割であるリンゴは何箇か。

固 ロ 問 口 答

(一)受 験番號。姓名。

(二)日 本の國をなぜミヅホの國といひますか。

(三)此 の學校の外にどこかの學校を受けましたか。

(四)鶏 卵が五〇〇箇あります、其のうちの二割はくさつています。 くさっていないのは何箇で

すか。

東京府立第一高等女學校

固 第一性行考査

(一)教 養状態。

家庭に於ける教養の状況に就て質問す。

(二)言 葉遣。

(1)あ なたの受持の先生は、あなたが女學校へ入學を志願するに就て、どんな世話をして下

さいましたか。(專 ら敬語の遣ひ方を検す)

(2)上 野公園から宮城(又 は明治神宮、日比谷公園、東京騨)へ 行くにはどう通つて行きま

すか。

(ママ)

(三)作 法

歩行、着席離席、姿勢敬禮等に就て検査す。

(四)内 申書に基づく考査。

各項に就て検査す。
くママラ

(五 道徳上の常識。
くママラくママラ

(一)左 の人々の中で、善い人に ば ○じるし悪い人に ば ×じるしをおつけなさい。

例 ○(1)菅 原道眞。
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戸田城外著 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』(2)

×(2)足 利 尊 氏 。

こ 』か ら始 めな さい 。

(1)徳 川 光 囹 。(2)蘇 我 入 鹿 。(3)北 條 高 時。(4)高 山彦 九 郎。

(5)新 田義 貞 。(6)道 鏡 。(7)空 海 。(8)平 重 盛 。

(9)足 利 義 満 。(10)和 氣 廣 贔 。

(二)左 の 人 々 は 皆 そ れ ∬ よい行 を した 人 で あ りま す が 、どの 人 が どの行 を した の で せ うか 、

括 弧 の 中 にお 書 きな さい 。

例 楠 木 正 成(忠 義)

こ 」か ら始 め な さい。

よ い 人

乃 木 大 將 。 勝 安 房 。 加 藤 清 正 。 ナ イ チ ン ゲ ール 。

西 郷 隆 盛 。 上杉 鷹 山。 井 上 で ん。 伊 能 忠敬 。

中江藤 樹 。 フ ラ ン ク リン。

よ い 行

博 愛。 倹 約 。 度 量。 工 夫。 徳行 。 清 廉 。 公 盆 。 勇 氣。 勤 勉 。 誠 實 。

(1)乃 木 大將()(2)上 杉 鷹 山()(3)勝 安 房()

(4)井 上 で ん()(5)加 藤 清 正()(6)伊 能 忠敬()

(7)ナ イ チ ン ゲ ール()(8)中 江 藤 樹()(9)西 郷 隆盛()

(10)フ ラ ンク リ ン()

固 第 二 智 能 、 常識 問題

くママラ

(一)左 の五 種 の 實 物 を示 し、そ の 『名 稻 』 と 『ど うし で 食 べ るか』 又 は 『何 に して 食 べ る か』

を 記入 せ しむ。

(1)大 嚢。(2)小 褒。(3)玄 米 。(4)も ろ こ し。

(5)大 豆。

(二)洋 服 と和 服 とに就 て左 の事 項 を 問ふ 。

(1)ド チ ラ ガ便 利 力。(2)ド チ ラ ガ衛 生 ニ カ ナ フカ。

くママラ

(3)ド チラガ主二毛織物デ作ツ ヲ アルカ。(4)ド チラガ虫ガ喰ヒ易イカ。
くママラ

(5)ド チラガ洗濯シ易イ ガ 。

(三)次 の手紙を讃み聞かせ、左記の各項に就て答へ しむ。

涼 しい若葉の上に鯉幟の醗るのを見るや うにな りま した。先生にはお攣 りもございませんか、

私はこちらへ参 りましてから、食事や寝起などまですべて規則正しくいたしてゐますので、誠

に丈夫で目々面白く勉強してゐますから御安心下さい。

くママラー緒に入學いた しましたのは二百四十人で五組になつてゐます
。急に見ず知 らずの人達 は か

りの中にはい りましたので、もとの小學校が懸 しうございましたが、たゴ今ではもう幾人かの

お友達が出來ました(てマ)學級主任の先生は大層親切なお方でよくお世話をして下 さいま(芋)

ので一同喜んでゐます。
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學科は今までよりは、大攣むつか しうございますが追々慣れるにつれて面白くなつて参 りまし
くママ　

た 、 た ゴ英語だけは今まで少 しも習つてゐませんのでよほど骨が折れます。

在校中に先生のお書き下 さいました短冊はいつも座右に掛けてお諭 しのかず ㌧㌧を心にしめて

働んでゐます。

おひ ㌻』暑さに向ひますから、どうぞお髄を御大切に遊ばして下 さい。

(1)ど んな人の書いた手紙か。

(2)誰 に宛てた手紙か。

(3)季 節は何時頃か。

(4)何 の爲に書いた手紙か。
くママ ラ

(4)短 冊にはどんな意味のことが書いてあったと思ふか。

(四)次 の圖を渡 し次の如 く命ず。

くママラ

『この圖は、五つの車のうち、一つが廻れば同時に皆廻る仕掛である 、

(1)の 車が矢の方向に廻れば(3)の 車と(5)の 車はどの方向に廻る

か、廻る方向に矢印をおっけなさい。

(五)一 紙片を渡し次の如く命ず。

『この紙片の右側の方に番號と姓名を書きなさい』。

『この紙片の長さは、どの位あ りますか、目分量でおはか りなさい。その長さを姓名のすぐ左

側に書きなさい』

『それからこの紙片を、物さしを使はないで、五等分 して筋をお入れなさい、どうして ゴもよ

ろしいか ら』

(六)次 の五問題を渡 し次の如 く命ず。

『この問題の正しいものには○をつけ、正しくないものには×印をつけなさい』

(1)或 ル敷ノ⊥倍 ヲ求メルコ トハ或ル敷ヲ7デ割ルコトデアル。
7

(2)2糎 平方ガ3銭 ノ金箔ヲ6糎平方買ヘバ9銭 デアル。

(3)二 十四圓=責 ル トニ圓ノ利盆ガアル品物ハ四十八圓二責ル ト四圓ノ利盆ガアル。

(4)7人 ノ19日 二封 スル 比 ノ値 后 デ7・V・

(5)4立 方 米ハ2米 立 方 ノ2倍 二等 シイ。
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東京府立第三高等女學校
くママラ

府立第三高女は口間口答で試験を行った 、 試問は小學校の教材の うちから常識的な問題を
くママラ

十名の試験官で順々に聞き合評で評貼を決定す る評黙は最上上中下最下の五等に別 け最上 と上

を第一合格者 とし定藪に不足するときは中から抽せんで合格者を取 り尚骨豊格検査 も五等に分けて

検査を行つた。

固 口 間 口 答

○試問室ハ第一室ヨリ第七室二分タレ,第 一室ヨリ第六室マデハ凡テロ間口答 トシ,第 七室二於

テ算術ノ筆問筆答ヲナス。次ノ例ノ如キ程度ノ問題ヲ第一 日第二目第三日午前午後二亘ツテ試

験ス。

(第 一 日)(十 日)午 前

第一室 家庭二關スルコ ト。

第二室 同上。

兄弟ノ数,あ なたは何番目デスカ。父ノ職業。 ソレハ ドウイフコトヲヤルカ。現住所。學校へ

行クマデ,學 校カラ蹄ツテカラドンナコ トヲスルカ等。

第三室 暗算。

(加法,減 法,乗 法,歩 合二關シテ)

第四室 讃方。

「吉野の町に入れば,藏 王堂あり。堂前四本の櫻ある慮は大塔宮の吉野を落ちさせ給ふ時,別

離の宴を張 らせ給ひし跡な りとそ。藏王堂の附近に金輪寺跡及び吉水神社あり。何れも吉野の

朝當時の行宮の跡な り。後醍醐天皇此の地におはせし時の御製に,

こ』にても雲井の櫻咲きにけり

た∫か りそめのやどと思ふに。」

ヲ讃マセテ,

(1)「 吉野を落ちさせ給ふ」「別離の宴」「吉野の朝」 「御製」ノ意味。

(2)皇 后ノ歌ヲ何 トイヒマスカ。

(3)「 こ)・・にても雲井の櫻咲きにけり,た ゴかりそめのや どと思ふに」ノ意味。

第五室 理科。

(1)海 藻ノ種類,用 途,色 分ケ。

(2)ア ルカ リ性 トハ何力,ア ルカリ性ヲ有スルモノ。

(3)か せいそ一だ二えんさんヲ注グ トドウナ リマスカ。又たんさんそ一だこえんさんヲ注グ ト

ドウナ リマスカ。

(4)た んさんそ一だハ何二用 ヒラレマスカ。用ヒラレル理由ハ。

(5)で ん粉 ト糖類 トノ違 ヒ。

(6)た んさんそ一だ トかせいそ一だ トー寸見テチガフ所ヲイツテゴランナサイ。

第六室一 國史。

(1)寛 政ノ三奇人ヲアゲ,各 人ノシタコ トヲイヒナサイ。
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くママラ

(2)(イ)毫 溝 ハ何 時 我 國 ノモ ノニ ナ リ ま シ タカ 。(ロ)ソ ノ時 ノ職 孚 ノ名 前 。(ハ)又 條約

ノ名 前 。(二)爾 全権 委 員 ハ 。(ホ)ト リキ メ タ主 ナ 事 ハ 。(へ)日 清 職 箏 ノ原 因 ハ 。

第 七 室 算 術(筆 問筆 答)

問 題(1)男 ガ8人 デ スル 仕 事 ヲ女 ガ スル ト,14人 力 、ル,ア ル 仕 事 ヲ女 ガ7日 力 ＼ツテ シ タ ラ

男 ハ何 日力 ＼ル カ。

(2)甲 ガ ス レバ6時 間 力 、 リ,乙 ガ ス レバ8時 間力 、 リ,丙 ガ ス レバ9時 間 力 ＼ル コ ノ仕 事

ヲ 甲ガ1⊥ 時 間 シ,乙 ガ2時 間 シ タ残 リヲ丙 ガ ス ル ト何 時 間 カ カル カ,又 三 人 デ ー緒 二
2

シ タ ラ何 時 間 力 ＼ル カ 。

(第 一 日)(十 日)午 後

第 一 室 家 庭 二 關 スル コ ト。
(ママ)

第二室 算術(暗 算)

第三室 讃方。

「道を行くにも,舟 車に乗るにも,旅 館に宿るにも,自 ら公衆に封する禮儀iあり。衆人群集の場

庭にて他人を押退け,汽 車汽船等の中にて我濁 り廣き場庭 を占め,旅 館にて夜おそく高聲を獲

して他人の安眠を妨ぐるが如きは,文 明國民の爲すべきことにあらず。老人,長 者のために道

を譲 り幼者,不 具者のために席を與ふるが如きは個人としても,國 民 としても,誠 に奥ゆかし

きことなり」

ヲ讃マセテ,

(1)「 文明國民」「長者」「奥ゆかし」ノ意味。

(2)文 明ノ反封語。
くママラ

地 四室 理科。
くママラ

ニ 枚 貝 ニ ツイ ヲ 。

(1)水 ノ入 ル 孔 ト出ル 孔 。

(2)脚 ノ 出ル 所 及 ビ運 動 法 。

くママ　

(3)(ヱ ヲ ヲ 指 シテ)コ レハ 何 力 。

第 五 室 理 科 。

(1)ス ノ 中 二試 験 紙 ヲ入 レル ト ド 〔ウ〕 ナ ル カ 。

(2)ス ノ中 ニハ 何 トイ フ酸 ガ入 ツ テヰ ル カ 。

(3)酸 ノ性 質 ト種i類。

(4)酸 ノ中 二金 属 ヲ入 レル ト,ド ウナル カ。 又 出ル モ ノハ何 力。

第 六 室 國 史。

(1)日 露 戦 孚 ノ原 因。

(2)ポ ー ツ マ ス條 約 ニテ トリキ メ タ事 項 ト雨 全 権 委 員 。

第 七 室 算 術。

問題(1)或 仕 事 ヲスル ニ,男4人 デ スル 日数 ト女7人 デ スル 日敷 トガ 等 シ イ トキ,男1人 デ8日
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カ 、ル仕 事 ヲ女1人 デ ス レバ何 日力 ＼ル カ。

(2)元 金3570圓,年 利7分,利 息499,8圓 ナ ル トキ,期 間 ヲ求 ム。

東京府立第六高等女學校

圏 ロ 問 ロ 答

校長以下十名の教師が口間口答で各自銘々な試問を行つた其の例を示せば

(一)磁 石の針の方向は何方を向いてゐますか。

(二)箱 の腱積はどうして出ましたか。

(三)此 腱に載つてある枝を元の通 り合せて下さい。

(四)ナ イフを取つて下さい。

(五)こ の物膿を物指で測 りなさい。

三 輪 田 高 等 女 學 校

固 筆 答 第 一 問(一 時 間)

(1)金1圓 を1:!:0.5の 割 合 にお 分 けな さい。
3

(2)右 の圖において

(イ)三 角形の中にあつて其上大圓の中にも小圓の中にも入つてゐる

部分の番號をおかきなさい。
くママ ラ

(コ)三 角 形 の中 に も小 圓 の 中 に も ない 部 分 の 番 號 をお か き な さい 。

(3)(イ)5,0,3,9,7の 五 ツ を使 っ て一 番 大 きい 整 数 と,一 番 小 さい整

敷 とをお 書 きな さい。

(ロ)次 の敷 字 を使 っ て一 番 小 さい分 敷 をお か きな さい。

8,1,3,6

くママラ
(4)甲 ぱ 乙の西にあり,乙 は丙の南にあり,丙 は丁の北にありとすると甲は丁のどちらに居

くママラ

りますか,之 れを圖におか ぎ なさい。
くママ ラ

(五)電 氣を磨用 したもの五ツをおかきなさい。
くママ 　

(六)金 属の名前七っおかきなさい。
くママ ラ

(七)次 の動 物 は ど こ を使 つ て前 に進 み ます か 。

(イ)こ ひ 。(ロ)つ ば め。(ハ)に は と り。

(二)へ び 。(ホ)と ん ぼ。

第 二 間(一 時 間)

くママラ

(一)次 の よ 語句はどんな時につかひますか。

(イ)そ の右にいつるものなし()

(ロ)花 も恥ぢらふばか りな り()

(ハ)舌 をまいた()
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(二)我 が國で幕府を開いた人は誰々ですか又其の置かれた地は何庭々々ですか。

人 名 場 所

(三)次 の漢 字 を 上 か下 か につ か つ て熟 語 を一 つ づ 》お 作 りな さい。

(イ)儀 。(ロ)識 。(ハ)検 。(二)壌 。

(四)次 の 上 段 の語 と意 の よ く似 た 語 を 下段 の語 の 中 か らよ り出 して(

な さい 。

(イ)納 得 す る()

(ロ)愛 想 よ し()

(ハ)天 下 に聞 えた り()

(二)憂 き 目を見 る()

(ホ)ひ と とな り()
ママ

(五)日 本の重なる輸出品と輸入品とをおかぎなさい。

輸 出 品

(六)色 をあらはす漢字を十字おかきなさい。

)の 中におかき

くママラ

(生れ づ き)(に ご』＼す る)

(苦勢をする)(大 きくなる)

(笑聲聞えた り)(農 格よし)

(き㌧入れる)(受 納する)

(評判が高い)(心 配をかける)

(七)次 の語句をまとまつた一文章になるや うに結びつけ(

れなさい。

(イ)い っ此の寒 さがゆるむかと()
くママエ

(ロ)氷 つ で ゐるのを見ると()

(ハ)桃 の蕾を見た時のうれ しさ()

(二)朝 汲んだ水が()

(ホ)心 細くも思はれたのに()

輸 入 品

)の 中にその順位をお入

五 新蕾試験檬式の批評

大正十四五年頃までの入學試験の問題は、前節の様に、中々子供にとつては難題で御座いまし
けうくわしよだ

た。問題を出す方では 「何尋常五年の教科書の中にある」などと極簡輩に申しますが、子供の身
くママラ

になつて見ます と、教つた其の時すら怪 しかつたのに、一年も一年半もたつてから 「此の 問 題
こと なん

の解繹をしろ」などやられたのでは、まごついてしまひます。殊 に試験問題が教科書の中でも難

態の方 とか又は薮くむ斡マ)響程度以讐 のものとか、又は教科書の中の問題 を中等學校の教師が

埜寺鐘貰 した問題とかで御座います と、子供にとつては(ママと)、 「教科書の中にある問題」「少 し許
くママラへ うげんもんだい

り程度の高い問題」 「教科書の問題を一寸攣へた問題」 と言ふ言葉が表現して居る様な簡 箪 な
こと

ものでは御座いません。殊に小學校教員の教へたことのない問題を出すなどとカむ教師があるに
なんくわん た

至つては子供にとつて、入學試験は、中々の難 關 で御座いました。其れが爲めに、其の頃の小
くママ　もうれつ

學校では 猫 烈な受験準備が開始され、小學校教育の趣旨なぞは眼中におかない有様でありま

しt。。又子供は各府立や一流に入學 したV・一心で儲 し努力する.箕 れでも目的の學校は霧 箏が
て うし

劇 しく中々入學出來ないと言つた調子で、親にとつても子にとつても、教師の身になつても、痛々
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うけもちけう し

しい限 りで御座いました。 目的の學校へ入學出來なかつた子供の父兄は、受持教師の教へ方が悪
た くママラ しやう ち

いと非難致 します。誰れか、悪い者 か 出來なくては 承 知の出來ないのが親心で我子悪 しとは

どうも考へられません。中には我子の頭 も除 り良くないが、先生も悪いと入學出來なかつたこと
せんせい ありさま

に、先生が相伴する、 と言った有様で、もし學校全艦 として府立の入學率が上らないと學校全髄
たがひ

の教授がよくないと小學校長を責めたてます。其庭で校長は受持教師を督働 し、受持教師は互 に
せい き

競ひ合つて受験準備に熱中し、其のために小學校の正規の學科などは省みもせず、劣等見や 中等
なや

學校に入學 しない子供は皆犠牲となつてしまひます。此の檬に受験準備が茜制度の根本的の悩み
さけ はい し

でありま したから、受験準備慶止が先づ叫ばれ、受験準備の慶止の叫びは入學試験慶止 となり、
がっ ち じっ さいうんどう

父兄の要求 と合致 して實際運動 となり、新制度の訓令 となつたので御座います。 しか し此の新制
はい し たゴたん

度は、決 して試験を塵止 したのでは御座いません。只輩なる攣更で御座います。附随的弊害の爲
ほんしつてきへんかい

に試験制度の本質的攣改を行つたので御座います。中等學校長のみにあつた中等學校入學許可の
いなぜん ぶ ゐ にん へんこう

灌利の一部分、否全部に近 くを小學校長に委任 した攣更と認 めて差 し支へないので御座います。

又、中等學校で二三 日で検査し決定した試験を、六ケ年の除々とした試験に攣更 したので御座い
つ の う めいせき

ますから、其の目的とする受験準備慶止には、一年か半年頭月薗の明晰な子供なら二三ケ月の準備
ふ だん だけ せい

でよかつた復習を六ケ年の不断の準備に攣へた丈で、何の効果も御座いませんでした。今少 し正

雛に論評するために新制度の内容を内申書と昊霧磐査との二つにわけて鯵藤籔します。

菖試験制度では問題が同一で種塞 がはつきりしてゐたと含ふ長所がありましたが、小學校長

の内申書は標準が一定 して居 りません。甲の學校での6黒占が乙の學校で8黒占である場合 もあり、

甲の組の6黒占は乙の組の8黒占である場合もあります。又小學校では、何を標準にして採黒占して居

りますかと質(簡)し ましたなら、「発笙の呈観 で」 とか、又、「一番出來るものを十黒占と見て」
を し くママラ

とか又は、「私の教へたのを完全に知つ た 居 ると言ふことを標準にして」 とか種々雑多な答が
こと ないしんしよ けつかん

出ませ う。此の様に標準の一定して居 らない事が内申書の一大訣階で御座います。

次に此の檬に標準が一定して居 り 〔ま〕せんから、各中等學校は小學校成績の鯖羨で一番、二

番 と、順にヌ璽 させると言ふことになります。それが爲に、一寝で七八十人も中等學校へ行 く生
しゆくわん

徒のある學校では、どんなに先生の主 観 を工夫 しても最後のものが三十番前後にな り、一校に

四五人の所は一番二番の占有が許せますので、此庭に不平等が生れ、受験者が多ければ多い程、
とく

損な事になるのであ ります。 「何正直につけたらよいではないか、特に工夫するのが不正義なん
まを

だ」などと申しますが、學校 と致 しますと一人でも多く立派な學校へ入學さしたいので御座いま
ぎ り

す。これは輩に學校の虚榮からばかりではなく教師として、校長 として、父兄へ封 しての義理、

教子の可愛いさからであつて一概に不正として責める事が出來ません。此の不平等が一級に優等

一番が五人一校に二十人などと言ふ鯵窺婁 を生(ママむ)だ ので
、又致し方ない制度の罪で御座いま

せ う。

薔制の試験には、克量の成績に立派に讃擦が存在 して居 りました。即ち響 くか観7)ん騎な試験で

あつたので御座います。所が内申書にな ります と、考査に謹擦がありません。即ち主観的な試験

で御座います。其の呈窺 には 「此の子は冒胃 よく活動するが、試験をす ると出來が悪い、 しか
へいじや うてん ヘ ヘ へ かう さ

し平 常黒占と言ふ こともあるから九黒占にしておかう」「あの子は考査をすると何時も十黒占だが平常、
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ヘ ヘ へ てう しよそ み

外見許 りして居つていけないから九黙にしておこう」 と言つた調子がないとも限りません。 どう

して全部が正確で謹擦あるものと言ひ得ませ う。
おこ べ あたないしんせい ど

又次に此の内申制度は決定が校長の主観によります。其の所に情實の起る可き鯨地を與へられ

て居 ります。

府立一中に未豊の内申書 と思はれるものが二割六分もあつたと云ふことは此の智 萱を物語る

充分の材料で御座いませ う。實に此の黒占に教育者 として親 として最も恐る可きものが、ひそむの

で御座います。蕎翻虚の試験は小學校教育を蔽環'する受験準備が恐ろしく、新内申書制度は受

持教員と校長の主観による決定力に恐る可きものが伴ふので御座います。一番も二番 も實を申せ
ち のうてき かげんた

ば受持の考へ一つであります。確しかに、其の子が智能的に一番であつても技能科で加減 され、

行儀iで加減されて下位になることはいくらも御座います。殊に優秀な頭拶の子程、拙劣な教授の
ぎやうぎ

訣黙を獲見するものでありますから、受持教師は時によつて行 儀の悪い子 として斥けることが

御座います。そんなに極端でなくとも、概 して先生の考へ一つと言ふことは、先生の感情に訴へ

る行爲が見童の成績に影響することを謙む ことが出來ません。此慮に於いて 「長いものには巻か

れる」主義が教へ込まれます。長上の機嫌取 りが會得させ られる機會や、動機を與へられます。
ちよくせつ り

實力以外の情實の世界が見童の生活に 直 接に、しかも大きな力を持つて働きかけます。此れは理
ち てき

智的な正しい教員に於いて弊害が最も少なく感情的な随劣な心事の教員に於いて弊害が最も多
え

いので御座います。全日本二十絵萬の教員全部が理智的で正 しい と誰が言ひ得ませ うか。言ひ得

ないとすると蔓騎睾 備以讐 の弊害を産みっ』あることにはな りはしませんでせ うか。
うはさ

昭和二年のK中 學校の入學試験の噂 に 「是非貴郎の御子さんを私の學校に入學さしたければ
なほないしんしよ

小學校へ行つて、一番か二番に内申書を書き直してもらっていらつしやい。一、二番より入學さ

せない規定に今年はなつて居 りますから」と言ふ幹部の話に、父兄は、小學校へ行つて是非書き
り よう し かた

直 して呉れと、保護者會の役員の地位を利用 してひた押 しに押 し付けました。學校でも仕方なし

に 「學校に絶封責任 を負はせないなら書きませ う」 と言ふ事になり、其の要求通 り書いて、其の
けん ゐ しつつい

子はK中 學校に入學が出來たそうで御座いますが、其れなどは内申書の灌威を學校で失墜 さして

居る例 と言つてよいのであ ります。要するに内申書制度 も捨つ可きものではないのですが、内申

書のもっ前掲の様な本質的の訣陥と、其の構威を高めるために小學校校長が號労 一藪しないた

めに、其の償値を零に等しくしてしまつたので御座います。事實小學校長が、中等學校長から中
ぜんたいてき たい じしんゐ にん

等學校入學許可権の一部を委任せられたのだと言ふ意識を全骨豊的に持ち、其の信頼に封 して自信

ある態度を取 らなかつた所に、内申書の非難を高めた原因が存するので御座います。即ち内申書
しよくけん か ち

で入學さする事は、小學校長の職 権の内容的擾張であり小學校長全膣が、其の職椹の償値を確
たち ば

信 し其の立場を自重するなら、「内申書に不正あり」 と言ふ様な非難を社會から受け 〔る〕可き
みつせつ

ではありません。 しかし小學校長と保護者 との關係の密接な所では致し方のない事でありませ う
む かくしん

が、此の小學校長の無確信が内申書制度を破壊 してしまつた と言つてよいのであります。昭和三

年度の試験期に、文部省の訓令に基いて府立の六中其の他二三校が第一次考査は宗璽緩]嚢 の内

申書で選抜し、第二次考査は、昊笏磐査滑 豊格検査で、選抜すると寮蓑籔 しま した。 しかしよく
らくだいふ がふかくしや

考へて見ますると此の選抜法では、第一次の不合格者は、小學校長が、落第さした事になります。
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そうなると小學校長は藻護箸に封する讐荏を負はなければなりません。實に父兄から嚴重に小學
せんばっ

校長の責任を問はれる憂があります。ために内申書制度を強調 した小學校長が、第一次の選抜の

結果を獲表しないで、全部の笙徒を斐験さしてくれと、各中學校とか府學務課とかへ薩禦 した

と聞きましたが、事實とすると如何にも卑怯であり、小學校長の無確信を示す好實例では御座い

ませんか。それかあらぬか。第六中學校でも其の他でも第一次試験は全部パス と言ふことになり、
か ち はら

内申の債値は地を彿つたので御座います。
じんぶっかう さ やまざきぜんせいむ じくわん

次に 「人物考査」と言ふ言葉は實に不確實極はまる言葉で御座います。山崎前政務次 官 は 「改

正制度の精肺の説明」の中に口頭試問は、從來の方法でなければ學課を以つて人物考査をしても
こと ひつたう

よいと言ふ様な事を言はれ、又筆答も場合によつて悪 くないなぞと言はれて居 ります。其のため

に、口間口答、口問筆答、筆問筆答など種々攣つた方法が内申書を信 じない中等學校側が案出し
ゐ た

た次第で御座います。筆問筆答は從來の試験法で異とするに足りませんが、口間口答、口問筆答

の人物考査には、非常に廉きたらぬ黒占が多いので御座います。即ち昔の檬な試験を行ひたいが、
くママラ けいしきだけべんかい

訓令の手前行へ得ない、だか か ら形式丈辮解 の出來 る様にして昔通 りの試験をしようと言ふ
かんが

考 へから、襲明した珍形式で、昔通 りの試験でもな くそれかとて新味のある方法でもない、不
けってん

完全な一の脱法行爲で御座います。今、口間口答、口問筆答の鉄鮎を學げますれば、

1、 一人の教師が全生徒を考査出來ませんか ら採黒占に當って主観に相違の出來ること(口 間

口答)

2、 各教師の言語音量時間に相違あること(口 間口答 口問筆答)

3、 最初の子供 と最後の子供との間に試験官の疲勢に差のあること(口 間口答)

4、 完全に意志表示を受けとれない子供のあること(口 問口答 口問筆答)

5、 主観によつて決定された結果について謹擦の残らないこと(口 間口答)

以上の様に、昊笏弩養陰は完全では御座いませぬ。馨翻度にも 「難問に鑑れやすい」「小學校教

育を無視 した受験準備が教師の手によつて行はれる」と言ふ弊害はあ りますが、新制度にはより
ご ざ ちよきよ こん

以上の本質的訣貼が多いので御座います。即ち随伴的1映黒占を除去する目的で本質を低下さして根
ぽんてき

本的な弊害を創製 したと断言 しても誤 りでは御座いません。されば今後の情勢は一時菖制に復 し
かいぜん なが だ たうてき

改めて科學的な試験内容の改善 と言ふ様に流れて行き、各中等學校長の自由裁量が最も妥當的で

あると言ふことになるのでないかと思はれます。
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